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How Takizawa Bakin sold his collection 

　　Takizawa Bakin, a famous novelist in nineteenth-century Japan, sold his 
entire collection to his friends after he turned seventy. This collection included 
his writings and manuscripts. He received a large sum of money for this 
collection and bought his grandson the position of a low-ranking samurai for 
Tokugawa Shogun, the most powerful ruler of Japan.
　　Bakin was a samurai of the lower class, but he renounced this status to 
be a writer. His son, a doctor, became a samurai in service of the elder lord of 
the Matsumae clan, but he passed away. Bakin then bought the position of a 
low-ranking samurai for his grandson.
　　Bakin was old, his eyesight was failing, and he had lost the spirit to read. 
Further, his grandson did not enjoy reading. When he sold his collection, he 
was dejected and he missed it immensely.
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は
じ
め
に

　
馬
琴
は
、『
吾
仏
乃
記
』
家
説
第
四
に
、
子
孫
の
た
め
に
蔵
書
沽
却
す
る
こ
と
四
度
、
得
た
金
子
一
五
五
、
六
両
な
る
べ
し
、
壮
年
よ

り
衣
食
を
省
き
戯
墨
潤
筆
の
余
財
で
、
五
〇
余
年
購
い
集
め
、
夏
ご
と
に
曝
書
を
続
け
て
、
塵
さ
え
す
え
ず
愛
惜
し
て
き
た
蔵
書
を
、
老

後
、
わ
ず
か
七
年
の
間
に
、
棄
て
る
よ
う
に
売
り
尽
し
た
、
財
用
足
り
て
書
を
売
ら
な
い
と
し
て
も
、
孫
の
興
邦
が
読
書
を
好
ま
ず
、
吾

身
が
病
眼
衰
眊
し
て
読
む
こ
と
で
き
ず
、
そ
れ
で
も
愛
惜
し
て
同
好
の
友
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
し
な
け
れ
ば
、
紙
魚
の
栖
に
な
る
の
み
、

潤
筆
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
蔵
書
も
散
佚
す
る
、
是
も
命
な
る
か
、
と
記
し
た（（
（

。

　
馬
琴
は
、『
吾
仏
乃
記
』
家
説
第
三
の
「
蔵
書
沽
却
の
損
益（（
（

」
に
、
第
一
回
め
の
沽
却
に
つ
い
て
、
天
保
七
年
九
月
に
市
に
出
し
て
売

り
、
十
月
に
知
音
小
津
桂
窓
、
十
一
月
に
長
府
貞
操
院
宮
様
方
御
用
老
女
藤
浦
、
冬
、
知
音
木
村
黙
老
、
九
月
頃
、
居
住
す
る
屋
敷
の
地

主
杉
浦
清
太
郎
弟
幾
之
介
、
翌
年
、
天
保
八
年
三
月
に
黙
老
、
五
月
に
貞
操
院
宮
様
方
へ
売
っ
た
書
籍
部
数
、
手
取
金
な
ど
を
記
し
て
い

る
。
家
説
第
四
の
「
興
邦
番
代
願
成
就
要
記
、
退
二ル

二
郎
一ヲ

雑
話
、
并
に
二
郎
退
去
の
証
書
、
二
た
び
蔵
書
沽
却
の
損
益
」
に
、
天
保
十
年

十
一
月
、
黙
老
へ
、
翌
年
、
十
一
年
正
月
、
桂
窓
へ
、
四
月
、
殿
村
篠
斎
へ
、
八
月
、
長
谷
川
六
有
へ
売
却
し
た
書
籍
部
数
、
手
取
金
な

ど
を
記
し
て
い
る（（
（

。
家
説
第
四
の
「
建
二ル

解
が
寿
蔵
及
到
岸
ノ

墓
石
ヲ

深
光
寺
一ニ

合
表
略
説
、
并
に
三
た
び
蔵
書
沽
却
の
損
益
」
に
、
天
保
十

二
年
四
月
に
長
谷
川
六
有
へ
沽
却
し
た
書
籍
と
手
取
金
を
記
し（（
（

、
家
説
第
四
の
「
御
政
事
御
改
革
の
諸
令
、
并
に
窮
達
有
レリ

時
、
四
た
び

蔵
書
沽
却
の
損
益
」
に
、
天
保
十
三
年
八
月
、
書
肆
岡
田
屋
嘉
七
へ
、
九
月
、
高
松
藩
士
へ
、
十
一
月
、
篠
斎
、
六
有
へ
、
十
二
月
、
桂
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窓
へ
売
却
し
た
書
籍
部
数
、
手
取
金
な
ど
を
記
し
て
い
る（（
（

。

　
そ
の
後
、
天
保
十
四
年
か
ら
弘
化
二
年
に
か
け
て
も
売
却
し
た
。
そ
う
し
た
売
却
の
経
緯
、
書
籍
、
代
金
、
受
領
金
な
ど
、
馬
琴
が
、

篠
斎
、
桂
窓
な
ど
へ
送
っ
た
書
翰
に
詳
し
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
こ
で
、『
吾
仏
乃
記
』
と
『
馬
琴
書
翰
集
成（（
（

』
を
主
た
る
史
料
と
し
て
、
馬
琴
の
書
籍
売
却
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
て
み
る
。
ま
た
、

売
却
す
る
理
由
、
売
却
す
る
折
々
の
心
情
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
る
。

一
　
蔵
書
・
自
著
・
自
作
旧
板
・
稿
本
の
売
却

（
一
）

　
馬
琴
は
、『
吾
仏
乃
記
』
に
、
売
却
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
た（（
（

。
天
保
七
年
九
月
市
で
の
売
却
、
和
書
一
六
四
部
、
漢
籍
翻
刻
本

一
一
八
部
、
唐
本
一
八
部
、
俳
諧
古
書
一
〇
七
部
、
合
代
金
五
三
両
、
内
市
諸
入
用
金
四
両
、
残
金
四
九
両
一
分
、
外
に
本
巣
箱
七
つ
代

金
三
朱
、
鴨
伊
兵
衛
へ
『
月
堂
見
聞
集
』
二
九
冊
売
代
金
三
両
、
内
二
朱
引
、
合
金
五
二
両
一
分
一
朱
、
手
取
金
。
同
じ
頃
、
馬
琴
宅

（
当
主
嫡
子
宗
伯
の
屋
敷
）
の
地
主
旗
本
杉
浦
清
太
郎
の
弟
幾
之
介
へ
、
所
望
に
よ
っ
て
売
却
、
和
書
一
八
部
、
外
に
字
典
、
桐
本
箱
一
つ
、

代
金
三
両
二
分
。
十
月
、
知
音
の
友
、
伊
勢
松
坂
の
小
津
桂
窓
へ
、
出
府
所
望
に
よ
っ
て
売
却
、
懸
物
八
幅
、
代
金
二
両
三
分
二
朱
、
和

書
二
四
部
、
代
金
七
両
一
分
一
朱
と
銀
五
匁
五
分
、
外
に
引
出
し
附
古
本
箱
一
つ
、
代
金
二
朱
、
合
金
一
〇
両
一
分
三
朱
と
銀
五
匁
五
分
、

内
金
一
〇
両
二
朱
請
取
、
外
に
金
一
両
三
分
、『
五
雑
組
』
翻
刻
初
板
一
五
冊
（
代
金
文
渓
堂
よ
り
）、
合
金
一
一
両
三
分
二
朱
、
受
取
。

　
十
一
月
八
日
、
長
府
貞
操
院
宮
様
御
所
望
に
よ
り
御
用
老
女
藤
浦
へ
、
江
戸
取
次
林
宇
太
夫
に
よ
っ
て
売
却
、
自
作
稗
史
一
五
種
、
代

金
七
両
一
分
二
朱
、
内
金
一
分
二
朱
引
、
自
作
中
形
稗
史
一
一
種
、
代
金
一
両
一
分
、『
殺
生
石
』
五
編
揃
、
銀
一
〇
匁
、
読
本
仕
立
直
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し
表
紙
仕
立
賃
、
銀
一
四
匁
、
合
金
八
両
一
分
一
朱
と
銀
二
四
匁
、
墨
田
川
梅
柳
新
書
校
本
五
冊
、
銀
七
匁
五
分
、『
青
砥
模
稜
案
』
稿

本
前
後
一
〇
冊
、
銀
二
匁
五
分
。

　
冬
、
讃
州
高
松
の
知
音
木
村
黙
老
人
へ
売
却
、
珍
書
六
部
、
代
金
六
両
三
分
二
朱
。

　
天
保
八
年
三
月
、
黙
老
へ
、
奇
書
一
部
、
代
金
一
両
一
分
。
五
月
、
宮
様
御
所
望
に
よ
り
藤
浦
へ
、
自
作
旧
板
の
合
巻
・
絵
草
紙
一
七

種
（
凡
三
五
冊
）、
代
金
二
両
二
朱
。

　
正
金
八
四
両
二
分
、
ほ
か
に
、
故
器
械
（
薬
箱
二
種
、
同
外
筥
棒
、
鉄
遠
州
炉
一
箇
、
大
熊
皮
裏
付

一
枚
、
雲
慶
作
木
彫
達
摩
一
箇
の
七
種
）

代
金
二
両
二
分
三
朱
、
加
え
て
金
八
七
両
三
朱
。
な
お
、
方
外
の
友
石
川
畳
翠
へ
、『
禽
鏡
』
箱
入
六
巻
、『
飼
籠
鳥
』
一
〇
巻
、
珍
書
一

種
、
絵
巻
三
巻
を
典
物
と
し
て
入
れ
、
金
一
〇
両
（
無
利
足
）
を
借
用
し
、
天
保
九
年
に
返
済
し
典
物
を
受
け
取
る
。
天
保
七
年
冬
、
小

津
桂
窓
所
望
に
よ
っ
て
、
自
作
旧
板
の
画
冊
子
一
五
種
を
渡
し
、
唐
本
一
帙
と
交
易
し
た
。

　
正
金
に
借
用
金
と
故
器
械
代
金
を
加
え
て
、
金
九
七
両
三
朱
を
調
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
書
籍
売
却
に
つ
い
て
、
詳
ら
か
に
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
馬
琴
は
、
天
保
七
年
九
月
十
八
日
、
三
八
、
九
箱
の
和
漢
の
書
七
〇
〇
余
部
を
売
書
の
市
に
出
し
た
。
蔵
書
売
却
に
つ
い
て
、
丁
子
屋

平
兵
衛
に
相
談
す
る
と
、
平
兵
衛
が
、
日
本
橋
辺
り
の
市
宿
へ
出
し
、

取
の
振
り
出
し
で
競
売
り
す
れ
ば
、
一
夕
の
う
ち
に
捌
け
る
、

と
提
言
し
た
。
平
兵
衛
は
、
馬
琴
の
依
頼
を
受
け
て
夜
市
を
興
行
し
、
書
肆
小
林
新
兵
衛
を
荷
主
と
し
、
山
城
屋
佐
兵
衛
を
市
宿
と
し
た
。

平
兵
衛
は
、
時
病
の
た
め
出
席
で
き
な
か
っ
た
。
書
肆
角
丸
屋
甚
助
が
算
帳
を
掌
っ
た
。
諸
書
林
群
集
し
て
混
雑
し
、
一
夕
の
う
ち
に
大

方
売
れ
た
け
れ
ど
も
、
紛
失
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。『
大
日
本
史
』
三
七
冊
（
欠
本
）、『
新
武
家
閑
談
』
一
五
巻
、『
琵
琶
記
』
一
帙
、

『
後
漢
書
』（
欠
本
）、『
令
義
解
』（
欠
本
）
を
、
振
手
が
廉
価
に
捌
き
、
し
か
も
価
分
明
で
な
か
っ
た
。『
令
義
解
』
印
本
が
一
巻
不
足
と

し
て
板
行
さ
れ
て
い
る
の
を
書
肆
も
平
兵
衛
も
知
ら
ず
、
廉
価
で
買
い
取
ら
れ
た
。
平
兵
衛
に
、
奇
書
珍
書
、
稀
な
る
も
の
の
書
名
書
付
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を
渡
し
て
お
い
た
け
れ
ど
も
、
平
兵
衛
が
欠
席
し
た
の
で
、
恣
に
買
い
取
ら
れ
た
り
し
た
。
馬
琴
は
、
和
書
一
六
四
部
、
漢
籍
翻
刻
本
一

一
八
部
、
唐
本
一
八
部
、
俳
諧
古
書
一
〇
七
部
、
代
金
五
三
両
、
う
ち
四
両
市
諸
入
用
、
残
金
四
九
両
一
分
、
本
箱
七
つ
金
三
朱
、『
月

堂
見
聞
集
』
二
九
冊
、
鴨
伊
兵
衛
へ
売
代
金
三
両
、
内
二
朱
引
、
合
金
五
二
両
一
分
一
朱
手
取
金
、
と
記
録
し
て
い
る（（
（

。

　
馬
琴
は
、
十
月
二
十
日
ま
で
の
延
金
で
売
り
、
市
親
が
金
子
を
立
て
替
え
て
納
め
る
、
と
い
う
約
束
を
し
た
け
れ
ど
も
、
市
親
が
残
ら

ず
立
て
替
え
ら
れ
な
い
と
い
い
、
金
二
〇
両
を
受
け
取
っ
た
が
、
そ
の
残
金
を
二
十
六
日
に
至
っ
て
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

馬
琴
は
、
平
兵
衛
に
金
二
五
両
借
用
を
申
し
入
れ
た
が
、
平
兵
衛
は
、
市
日
以
降
も
病
臥
し
て
い
て
、
金
子
を
才
覚
で
き
な
い
、
と
い
う（（
（

。

　
馬
琴
は
、
市
で
売
立
し
た
頃
、
地
主
杉
浦
清
太
郎
の
弟
幾
之
介
が
所
望
し
た
の
で
、
和
書
一
八
部
、
字
典
、
桐
本
箱
一
つ
を
金
三
両
二

分
で
売
り
渡
し
た（（（
（

。

　
馬
琴
は
、
急
い
で
金
子
を
用
意
す
る
た
め
、
小
津
桂
窓
に
支
援
を
頼
ん
だ
。
小
津
桂
窓
が
、
九
月
下
旬
に
出
府
し
て
き
て
、
一
か
月
ほ

ど
在
府
し
、
馬
琴
宅
へ
四
回
来
訪
し
た
。
十
月
四
日
、
桂
窓
宛
追
啓（（（
（

に
、
蔵
書
市
売
立
の
金
子
四
五
、
六
両
、
十
月
二
十
日
ま
で
の
約
束

を
十
月
晦
日
ま
で
延
引
、
平
兵
衛
が
病
臥
の
た
め
金
子
才
覚
で
き
な
い
、
平
兵
衛
か
ら
金
二
五
両
を
借
用
し
た
い
け
れ
ど
も
覚
束
な
い
、

晦
日
ま
で
貸
し
て
も
ら
い
た
い
、
平
兵
衛
を
請
人
と
し
て
書
付
を
入
れ
た
い
、
御
旅
中
な
が
ら
、
火
急
の
要
用
、
十
日
頃
ま
で
に
願
い
た

い
、
さ
ら
に
、
平
兵
衛
に
売
捌
き
を
依
頼
す
る
蔵
書
の
書
名
と
代
価
を
書
き
、
御
入
用
の
も
の
あ
れ
ば
、
来
駕
し
て
見
て
も
ら
い
た
い
と

て
、「
白
石
叢
書
」
三
〇
冊
、
金
五
両
位
、『
日
本
外
史
』
大
珍
書
大
美
本
二
二
巻
、
金
五
両
位
、『
古
史
通
』
合
本
四
巻
、
金
三
分
位
、

『
古
史
通
或
問
』
合
本
四
巻
、
金
二
分
二
、
三
朱
、『
瓊
浦
通
』
六
冊
、
金
一
両
位
、
ほ
か
に
写
本
種
々
、
古
板
珍
書
、
好
事
物
種
々
、
探

幽
の
掛
物
な
ど
を
あ
げ
た
。
同
日
の
再
翰（（（
（

で
、『
桜
林
』
な
ど
遺
漏
多
く
あ
る
の
で
、
拝
顔
し
て
話
し
た
い
、
と
申
し
入
れ
た
。

　
そ
の
翌
々
日
、
十
月
六
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
に
「
覚（（（
（

」
を
送
付
し
た
。
そ
の
覚
に
以
下
の
掛
物
、
書
名
な
ど
と
代
価
を
書
き
あ
げ
た
。

「
芙
蓉
碁
仙
図
」
金
一
分
二
朱
、「
関
帝
神
像
道
士
賛
」
金
一
分
一
朱
、「
鬼
つ
ら
」
金
一
分
二
朱
、「
輪
王
一
行
書
」
金
二
分
、「
波
響
三
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谷
堀
の
図
」
金
二
分
、「
金
凌
　
梅
に
雀
」「
鶴
凌
　
蓮
に
翡
翠
」
二
幅
金
一
分
二
朱
、「
冬
映
画
大
黒   

吾
山
賛
」
金
二
朱
、「
白
隠
書
天

満
宮
」
金
二
朱
、
本
箱
一
、
金
三
朱
、
計
金
二
両
三
分
二
朱
、『
東
の
春
』
金
一
朱
、『
七
夕
考
』
銀
五
匁
五
分
、『
日
光
御
成
道
掌
故
』

原
本
類
本
な
し
、
金
三
朱
、『
三

一
覧
』
原
本
類
本
な
し
、
金
一
分
二
朱
、『
静
幽
堂
叢
書
』
金
一
分
一
朱
、『
細
川
幽
斎
公
年
譜
』
類

本
な
し
、
金
一
分
二
朱
、『
鎖
国
論
』
上
写
本
手
入
本
、
金
一
分
二
朱
、『
佐
渡
年
代
記
』『
佐
渡
風
土
記
』
原
本
類
本
な
し
、
二
部
金
二

分
二
朱
、『
軍
器
考
標
疑
』
金
三
朱
、『
渡
辺
幸
庵
対
話
記
』
金
三
朱
、『
義
士
絵
伝
抄
』
金
二
両
、『
江
戸
惣
鹿
子
』
八
冊
の
内
一
冊
欠
、

金
三
朱
、『
き
お
ひ
ざ
く
ら
』
金
二
朱
（
銀
一
二
匁
買
入
、
引
く
）、「
元
禄
よ
し
原
遊
君
画
像
」
金
三
朱
（
金
一
分
買
入
、
一
朱
引
）、『
垣
下

つ
れ
〴
〵
草
』
金
一
分
、『
辰
之
介
七
変
化
』（『
姿
記
評
林
』）
金
二
朱
、『
吉
原
丸
鑑
』
金
三
朱
、『
最
上
記
』
金
二
朱
、『
金
ぴ
ら
千
人

切
』
銀
三
匁
五
分
、『
折
た
く
柴
の
記
』
上
々
古
写
本
、
金
二
分
二
朱
、『
禹
鑿
堂
漫
録
』
類
本
な
し
、
金
二
分
二
朱
、『
落
穂
集
』
上
々

古
写
本
、
金
一
分
一
朱
、『
壱
話
一
言
』
十
八
迄
合
本
六
冊
、
金
三
分
、『
東
雅
』
極
上
写
本
、
金
一
両
三
分
、『
江
戸
志
』
増
補
本
上
写

本
、
金
二
両
、『
桜
林
』
金
二
両
、『
慶
長
・
元
和
・
寛
永
三
年
録
』
無
双
珍
書
、
金
三
両
二
分
、『
慶
長
日
記
』
無
双
珍
書
、
金
二
両
二

分
、『
南
向
茶
話
』
金
二
朱
、『
瀬
田
問
答
』
金
三
朱
、『
得
泰
船
筆
録
』
金
二
朱
、『
異
国
往
来
』
金
三
朱
、
計
二
〇
両
一
分
三
朱
、
銀
九

匁
、
加
え
て
『
水
滸
後
伝
』
を
金
一
両
二
分
と
し
、『
本
朝
医
談
』
は
此
方
へ
留
め
置
く
こ
と
を
知
ら
せ
た
。
過
日
、
桂
窓
が
馬
琴
方
を

訪
ね
た
折
に
、
馬
琴
が
見
せ
た
け
れ
ど
も
、
紛
れ
て
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
馬
琴
が
蔵
書
の
な
か
か
ら
取
り
出
し
て
桂
窓
に

見
せ
、
桂
窓
が
選
び
出
し
た
も
の
を
書
き
出
し
て
、
覚
と
し
て
代
価
と
も
桂
窓
に
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。『
水
滸
後
伝
』
を
、
丁
子
屋
平

兵
衛
に
金
二
両
で
売
っ
て
貰
い
た
い
と
頼
ん
で
い
た
が
、
桂
窓
が
買
い
入
れ
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
岡
田
屋
か
ら
買
入
の
元
直
段
の
金

一
両
二
分
、
入
手
後
数
十
日
骨
折
っ
て
手
入
し
た
分
を
進
上
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
、
未
見
の
人
の
宝
に
は
し
た
く
な
い
、
と
申

し
入
れ
た
。
桂
窓
が
馬
琴
方
へ
来
訪
し
た
の
は
、
五
日
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
馬
琴
は
、
十
月
七
日
、
桂
窓
が
選
ん
だ
巻
幅
・
書
籍
を
目
録
と
引
き
合
わ
せ
て
箱
に
入
れ
、
桂
窓
の
使
に
渡
し
た
。
桂
窓
が
、『
桜
林
』、
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つ
い
で
『
慶
長
・
元
和
・
寛
永
三
年
録
』、『
慶
長
日
録
』、『
東
雅
』、『
義
士
絵
伝
抄
』、『
折
た
く
柴
の
記
』、『
江
戸
志
』、『
禹
鑿
堂
漫

録
』、『
金
ぴ
ら
千
人
切
』
の
八
部
を
返
し
て
き
た
。
馬
琴
は
、
十
一
日
、
十
二
日
に
桂
窓
へ
書
翰
を
送
り
、
慥
に
受
け
取
っ
た
、
と
伝
え

た
（
（（
（

。
　
馬
琴
は
、
丙
申
冬
十
月
、
小
津
桂
窓
出
府
、
所
望
に
よ
っ
て
売
与
の
蔵
本
と
し
て
、
懸
幅
八
幅
、
代
金
二
両
三
分
二
朱
、
和
書
二
四
部
、

代
金
七
両
一
分
一
朱
と
銀
五
匁
五
分
、
ほ
か
に
、
引
出
し
附
古
本
箱
一
つ
の
代
金
二
朱
、
合
金
一
〇
両
一
分
三
朱
と
銀
五
匁
五
分
、
内
金

一
〇
両
二
朱
受
取
、『
五
雑
組
』
翻
刻
初
板
一
五
冊
、
金
一
両
三
分
（
代
金
文
渓
堂
よ
り
）、
合
一
一
両
三
分
二
朱
受
取
、
と
記
録
し
て
い

る
（
（（
（

。
十
一
月
三
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（
（

に
、
先
月
御
逗
留
中
、
交
遊
の
義
を
以
、
御
購
入
の
拙
蔵
本
、
合
算
し
て
勘
定
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
金

一
〇
両
二
朱
と
銀
五
匁
五
分
、
外
に
「
沽
徳
、
雁
蜂
評
懐
紙
」
二
冊
、
金
一
分
、
二
ツ
〆
金
一
〇
両
一
分
二
朱
と
銀
五
匁
五
分
、
内
、
金

一
〇
両
二
朱
受
取
、
と
書
き
、
懐
紙
代
が
済
ん
で
い
な
い
、
御
所
望
に
よ
り
、
旧
作
合
巻
二
五
部
を
進
上
し
、
そ
の
ほ
か
少
々
ず
つ
交
易

を
と
仰
せ
ら
れ
た
、
御
蔵
本
の
『
水
滸
後
伝
』
を
遺
し
下
さ
る
約
束
、
文
人
学
士
が
論
ず
る
の
は
大
俗
、
恥
ず
べ
き
こ
と
、
仁
兄
が
、
野

老
の
宿
望
費
用
の
た
す
け
と
思
召
し
て
、
当
用
な
い
も
の
も
御
買
い
入
れ
ら
れ
た
こ
と
と
察
す
る
け
れ
ど
も
、
御
賢
察
願
い
た
い
、
と
認

め
て
、
書
外
御
憐
察
を
願
っ
て
い
る
。
馬
琴
は
、
丙
申
の
冬
、
桂
窓
が
所
望
し
た
の
で
、
自
作
旧
板
の
画
冊
子
一
五
種
を
渡
し
、
唐
本
一

帙
と
交
易
し
た
、
と
記
録（（（
（

し
て
い
て
、
合
巻
二
五
部
と
『
水
滸
後
伝
』
の
交
易
の
約
を
成
就
し
て
い
る
。

　
丙
申
の
冬
に
は
、
木
村
黙
老
へ
も
珍
書
六
部
を
売
っ
て
金
六
両
三
分
二
朱
を
入
手
し
た（（（
（

。

　
十
一
月
八
日
、
長
府
貞
操
院
宮
様
御
用
老
女
藤
浦
へ
江
戸
の
林
宇
太
夫
取
次
で
自
作
本
を
売
り
渡
し
た
。
自
作
稗
史
一
五
種
、
金
七
両

一
分
二
朱
、
内
壱
分
二
朱
引
、
自
作
中
形
稗
史
一
一
種
、
金
一
両
一
分
で
あ
っ
た（（（
（

。

　
遡
っ
て
、
天
保
六
年
閏
七
月
十
二
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（
（

に
よ
れ
ば
、
長
州
前
夫
人
か
ら
宮
様
に
な
ら
れ
た
方
が
、
殊
の
外
に
草
紙
好
き
、

就
中
、
馬
琴
の
も
の
、
な
か
で
も
『
美
少
年
録
』
を
愛
玩
さ
れ
て
い
る
由
、
仕
え
る
老
女
藤
浦
が
、
兄
（
林
宇
太
夫
）
の
仲
介
で
来
宅
し
、
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長
州
の
画
工
雲
旦
を
案
内
と
し
て
宮
様
来
臨
面
談
さ
れ
た
い
と
の
思
召
を
伝
え
て
き
た
が
、
馬
琴
は
、
病
中
と
て
藤
浦
と
対
面
し
な
か
っ

た
。

　
そ
の
翌
年
、
天
保
七
年
八
月
の
書
画
会
の
前
に
、
林
宇
太
夫
、
錬
太
郎
父
子
が
来
宅
し
、
長
府
様
か
ら
の
算
賀
金
五
〇
〇
疋
を
馬
琴
へ

渡
し
た
。
馬
琴
は
、
殊
の
外
多
用
で
父
子
と
面
談
し
な
か
っ
た
。
そ
の
折
、
藤
浦
か
ら
の
書
翰
を
受
け
取
り
、
長
府
様
の
思
召
を
承
っ
た
。

十
一
月
五
日
、
馬
琴
は
、
宇
太
夫
へ
書
翰（（（
（

を
送
り
、
書
画
会
に
つ
い
て
詳
し
く
認
め
、
別
啓（（（
（

で
、
長
府
様
御
所
持
で
買
い
入
れ
不
用
の
も

の
を
、
御
令
妹
か
ら
指
示
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
申
し
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
天
保
七
年
十
一
月
七
日
、
馬
琴
は
、
嫡
孫
の
太
郎
を
つ
れ
て
林
宇
太
夫
方
を
訪
ね
、
御
持
筒
同
心
株
を
求
め
て
四
谷
の
屋
敷
へ
引
越
す

と
て
、
暇
乞
い
の
挨
拶
を
し
た
。
七
日
に
宇
太
夫
へ
書
翰
を
送
り
、
書
画
会
の
様
子
、
四
谷
の
破
屋
の
作
事
を
伝
え
、
毛
利
長
門
府
中
藩

の
桜
田
上
御
屋
敷
か
ら
林
錬
太
郎
様
が
御
番
帰
り
に
四
谷
宅
へ
御
出
掛
け
下
さ
れ
ば
御
左
右
を
承
る
、
と
認
め
た（（（
（

。

　
二
日
前
、
十
一
月
五
日
の
林
宇
太
夫
宛
別
啓（（（
（

で
馬
琴
は
、
麻
布
辺
り
の
三
千
石
ば
か
り
の
御
寄
合
衆
が
、
寛
政
以
来
の
馬
琴
の
旧
作
読

本
を
、
残
ら
ず
譲
っ
て
貰
い
た
い
、
価
高
料
で
も
よ
い
、
と
申
し
入
れ
て
き
て
い
る
、
老
後
の
形
身
に
残
し
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
き
た

一
部
ず
つ
の
旧
作
読
本
を
、
手
離
す
の
は
本
意
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
只
今
の
急
用
を
調
え
る
た
め
、
懇
意
の
人
様
に
譲
り
た
い
、
い
ず

れ
も
得
難
い
も
の
、
一
編
金
一
〇
〇
疋
ず
つ
、
一
層
得
難
い
も
の
一
編
金
二
〇
〇
疋
ず
つ
と
す
る
、
か
の
御
許
様
よ
り
か
ね
て
頼
ま
れ
て

き
て
い
る
の
で
、
貴
翁
の
は
か
ら
い
で
、
そ
の
価
で
引
き
取
る
と
の
思
召
な
ら
、
か
の
御
許
様
へ
御
譲
り
す
る
、
先
頃
差
し
上
げ
て
お
い

た
中
本
類
も
御
入
用
で
あ
れ
ば
、
一
編
金
二
朱
ず
つ
、『
さ
ら
山
の
記
』
な
ど
二
編
続
き
の
も
の
金
三
朱
と
す
る
、
い
ず
れ
も
最
初
の
一

番
刷
、
そ
れ
ら
の
目
録
、
価
を
電
覧
に
入
れ
る
、
御
令
妹
様
の
御
返
事
次
第
、
の
び
〳
〵
で
は
御
相
談
で
き
な
い
、
貴
翁
一
存
で
決
着
さ

れ
た
い
、
麻
布
の
方
へ
は
、
か
の
御
許
様
御
所
持
の
分
、
不
用
の
分
の
み
を
譲
る
、
と
申
し
送
っ
た
。
十
日
、
書
名
目
録
と
価
、
受
取
金
、

を
記
し
た
受
領
済
の
覚
も
発
送
し
た（（（
（

。
そ
の
書
名
と
価
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。『
月
氷
奇
縁
』
五
冊
、『
復
讐
奇
談
稚
枝
鳩
』
五
冊
、
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『
四
天
王
剿
盗
異
録
』
前
編
五
冊
後
編
五
冊
、『
新
編
水
滸
画
伝
』
前
編
六
冊
後
編
五
冊
、『
三
国
一
夜
物
語
』
五
冊
、『
敵
討
裏
見
葛
葉
』

五
冊
、『
園
の
雪
』
五
冊
、『
頼
豪
阿
闍
梨
怪
鼠
伝
』
前
編
五
冊
後
編
四
冊
、『
括
頭
巾
縮
緬
紙
』
三
冊
、『
旬
殿
実
々
記
』
前
編
五
冊
後
編

五
冊
（
焼
板
）、『
糸
桜
春
蝶
奇
縁
』
前
編
四
冊
後
編
四
冊
（
焼
板
）、『
常
夏
草
紙
』
五
冊
（
焼
板
）、『
雲
妙
間
雨
夜
月
』
五
冊
（
焼
板
）、

『
刀
筆
青
砥
碑
』
六
巻
、『
昔
語
質
屋
庫
』
五
冊
、
以
上
一
編
金
一
〇
〇
疋
ず
つ
、
焼
板
物
は
一
編
金
二
〇
〇
疋
ず
つ
、
金
一
〇
〇
疋
ず
つ

の
一
二
編
合
計
金
三
両
、
金
二
〇
〇
疋
ず
つ
の
七
編
合
計
金
三
両
二
分
、
但
し
、
合
本
と
し
た
分
を
表
紙
取
り
替
え
五
冊
ず
つ
に
綴
じ
わ

け
て
差
し
上
げ
る
、
そ
の
表
紙
代
、
製
本
代
少
々
余
計
を
加
算
す
る
。『
小
説
比
翼
文
』
二
冊
、『
曲
亭
伝
奇
花
釵
』
二
冊
、『
盆
石
皿
山

之
記
』
二
冊
、
同
後
編
二
冊
、『
刈
萱
後
伝
玉
櫛
笥
』
三
冊
、『
誰
也
行
燈
』
二
冊
、『
枕
石
夜
話
』
二
冊
（
合
本
一
冊
）、『
巷
談
堤
』
二
冊

（
合
本
一
冊
）、『
犬
夷
評
判
記
』
三
冊
、
以
上
九
編
、
中
本
一
編
金
二
朱
ず
つ
、
合
計
金
一
両
三
朱
（
一
両
二
朱
カ
）、
こ
の
九
編
は
先
頃
御

覧
に
入
れ
奉
っ
て
い
る
も
の
。
ほ
か
に
、『
画
本
漢
楚
軍
談
』
前
編
五
冊
後
編
五
冊
、『
高
尾
船
字
文
』
五
冊
、
一
編
金
二
朱
ず
つ
、
合
計

金
一
分
二
朱
、『
殺
生
後
日
怪
談
』
初
編
二
編
三
編
四
編
五
編
揃
、
銀
一
〇
匁
、『
絵
本
武
王
軍
談
』
前
編
二
編
一
〇
冊
（
合
本
五
冊
）、

『
絵
本
竹
馬
靮
』
三
冊
（
燒
板
）、
金
二
朱
、
本
仕
立
直
し
表
紙
代
二
六
冊
分
、
銀
一
四
匁
、
都
合
金
八
両
一
分
一
朱
と
銀
二
四
匁
、
金
四

両
を
受
け
取
り
、
ま
た
、
金
四
両
二
分
三
朱
と
銀
一
匁
五
分
を
受
け
取
り
、
都
合
金
八
両
二
分
三
朱
と
銀
一
匁
五
分
、
慥
に
受
け
取
っ
て

御
勘
定
相
済
み
と
し
た
。

　
麻
布
の
方
と
い
う
の
は
、
石
川
畳
翠
（
左
金
吾
）
で
あ
っ
た
。
馬
琴
は
、
宮
様
御
所
持
で
不
用
の
も
の
は
、
畳
翠
に
売
り
渡
し
、
両
方

へ
義
理
を
立
て
た
い
、
麻
布
の
方
へ
返
事
を
延
引
し
た
く
な
い
、
と
宇
太
夫
に
申
し
入
れ
て
、
宇
太
夫
一
存
で
決
着
す
る
よ
う
求
め
た
。

旧
作
の
読
本
類
で
、
近
頃
両
店
の
大
火
に
板
木
焼
失
し
た
り
、
板
木
分
散
し
た
り
し
て
、
摺
り
出
し
本
入
手
で
き
な
い
も
の
を
高
価
に
し
、

『
高
尾
船
字
文
』『
殺
生
後
日
怪
談
』
が
再
板
、
摺
り
出
し
て
入
手
で
き
る
け
れ
ど
も
、
再
板
が
画
も
文
も
原
本
と
違
っ
て
い
る
の
で
、
最

初
の
摺
り
出
し
本
を
高
価
に
し
た
り
し
た
。
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十
一
月
九
日
の
林
錬
太
郎
宛
書
翰（（（
（

に
よ
れ
ば
、
錬
太
郎
が
来
宅
し
た
折
、
馬
琴
は
、
約
束
の
上
本
製
本
し
直
し
が
薄
暮
に
な
っ
て
出
来

上
っ
て
き
て
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
、
九
日
、
錬
太
郎
方
か
ら
の
使
に
渡
し
た
。
近
頃
、
表
紙
高
直
、
品
切
れ
の
た
め
走
り
廻
っ
て
、

や
っ
と
買
い
出
し
て
仕
立
て
た
由
で
遅
々
し
た
。
馬
琴
は
、
表
紙
書
入
し
て
差
し
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
間
に
合
わ
ず
、
書
入
し
な

い
で
使
に
渡
し
た
。
そ
の
こ
と
尊
夫
人
に
宜
し
く
伝
え
て
も
ら
い
た
い
と
希
っ
た
。

　
天
保
八
年
二
月
三
日
の
林
宇
太
夫
宛
追
啓（（（
（

で
、
御
所
蔵
本
あ
る
『
堤
の
庵
』『
枕
石
夜
話
』『
ひ
よ
く
文
』
の
中
本
返
却
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
代
料
金
一
分
二
朱
を
今
日
返
納
す
る
、
返
却
の
も
の
所
望
さ
れ
て
い
た
る
石
川
方
へ
進
上
さ
れ
て
は
如
何
か
、
と
の
こ
と
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
ほ
か
よ
り
返
却
の
も
の
進
上
と
申
す
の
は
恥
ず
か
し
く
、
容
易
に
手
に
入
ら
な
い
も
の
故
、
手
前
に
残
し
て
お
く
、
格
別
の
御

厚
志
で
、
旧
冬
代
金
取
り
替
え
て
渡
し
て
下
さ
り
、
多
く
の
も
の
御
用
に
立
ち
幸
い
、
と
伝
え
た
。
さ
ら
に
、
文
化
末
か
ら
文
政
は
じ
め

ま
で
、
上
紙
摺
り
と
唱
え
て
、
二
冊
三
冊
半
紙
摺
り
の
合
巻
、
二
、
三
〇
〇
ず
つ
売
り
出
し
、
そ
の
余
を
合
巻
草
双
紙
に
し
て
い
た
け
れ

ど
も
、
そ
の
後
、
色
入
摺
付
表
紙
の
合
巻
物
出
て
き
た
の
で
、
直
段
高
料
と
な
る
半
紙
摺
を
中
止
し
た
が
、
自
作
合
巻
草
紙
を
二
四
部
所

蔵
し
て
い
る
、
そ
の
頃
、
合
巻
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
た
の
で
、
我
な
が
ら
よ
く
出
来
て
い
る
と
存
じ
秘
蔵
し
て
い
る
、
御
入
用
で
あ
れ

ば
差
し
上
げ
る
、
御
令
妹
様
に
伺
わ
れ
て
、
聊
の
品
た
り
と
も
御
慰
み
に
な
れ
ば
本
望
と
存
ず
る
、
昔
年
、
本
屋
に
頼
ま
れ
て
『
絵
本
天

神
記
』
を
作
っ
た
、
画
と
筆
工
が
北
尾
重
政
、
滞
っ
て
近
来
重
政
病
没
後
に
板
下
出
来
た
が
、
板
元
不
如
意
で
彫
刻
で
き
ず
、
潤
筆
の
代

り
に
五
冊
の
板
下
を
手
許
に
収
め
、
板
元
も
死
去
し
た
の
で
秘
蔵
し
て
い
る
、
板
下
の
世
上
一
本
の
品
故
、
直
段
き
わ
め
て
高
料
、
も
し

板
下
本
御
覧
の
思
召
な
ら
ば
、
貴
君
へ
貸
進
す
る
、
御
令
妹
様
、
御
賢
息
様
へ
然
る
べ
く
伝
声
下
さ
る
よ
う
希
う
、
と
書
き
送
っ
た
。

　
三
月
十
日
、
林
宇
太
夫
宛
書
翰
別
紙
（
一（（（
（

）
で
、
馬
琴
は
、
自
作
合
巻
上
摺
り
本
の
書
名
目
録
を
差
し
上
げ
る
よ
う
に
と
の
仰
せ
に
従

っ
て
、
別
紙
目
録
を
御
覧
に
入
れ
る
、
と
宇
太
夫
に
伝
え
、
別
紙
（
二（（（
（

）
に
、
自
作
半
紙
本
上
紙
摺
り
合
巻
絵
草
紙
の
書
名
目
録
を
記
し

て
宇
太
夫
へ
送
っ
た
。『
浪
葩
桂
夕
潮
』
合
巻
二
冊
、『
千
葉
館
世
継
雑
談
』
合
巻
二
冊
、『
敵
討
賽
八
丈
』
合
巻
二
冊
、『
相
馬
内
裏
後
雛



54

高牧　實

棚
』
合
巻
二
冊
、『
敵
討
仇
物
数
奇
』
合
巻
一
冊
、『
松
の
月
新
刀
明
鑑
』
合
巻
二
冊
、『
鳥
籠
山
鸚
鵡
助
剣
』
合
巻
二
冊
、『
芦
名
辻
蹇
児

仇
討
』
合
巻
二
冊
、『
十
三
鐘
孝
子
功
績
』
合
巻
三
冊
、『
敵
討
勝
乗
掛
』
合
巻
二
冊
、『
姥
桜
女
清
玄
』
合
巻
二
冊
、『
皿
屋
舗
浮
名
染

著
』
合
巻
三
冊
、『
赫
突
姫
竹
節
話
説
』
合
巻
二
冊
、『
女
護
島
恩
愛
俊
寛
』
合
巻
二
冊
、『
釣
鐘
弥
左
衛
門
奉
加
助
剣
』
合
巻
二
冊
、『
巳

鳴
鐘
男
道
成
寺
』
合
巻
二
冊
、『
小
女
郎
蜘
蛛
怨
苧
環
』
合
巻
三
冊
（
上
の
巻
紛
失
）、『
傾
城
道
中
双
六
』
合
巻
二
冊
、
以
上
、
文
化
末
か

ら
文
政
初
ま
で
色
摺
表
紙
の
合
巻
、
世
に
出
る
前
に
上
紙
摺
、
二
、
三
〇
〇
ず
つ
出
板
、
半
紙
本
、
只
今
売
買
の
も
の
一
本
も
な
い
品
々
、

通
計
一
八
部
、
三
八
冊
、
外
に
『
画
本
義
経
千
本
桜
』
合
巻
二
冊
、
千
本
桜
の
狂
言
を
歌
川
豊
国
似
顔
画
に
画
い
た
も
の
、
文
が
千
本
桜

の
ま
ゝ
、
自
身
書
き
入
れ
た
も
の
、
と
記
し
た
。

　
そ
の
書
名
目
録
を
宇
太
夫
が
藤
浦
方
へ
提
示
し
、
錬
太
郎
が
藤
浦
方
か
ら
の
価
の
問
合
御
文
を
馬
琴
方
へ
来
て
馬
琴
に
見
せ
た
。
五
月

二
十
日
の
宇
太
夫
宛
書
翰（（（
（

で
、
馬
琴
は
、
来
宅
し
た
錬
太
郎
に
、
旧
作
上
紙
摺
り
合
巻
を
取
り
揃
え
て
、
三
一
冊
を
差
し
上
げ
、
一
冊
金

一
朱
、
計
金
一
両
三
分
三
朱
と
申
し
上
げ
た
。
強
い
て
差
し
上
げ
た
い
の
で
は
な
い
、
御
所
様
御
慰
み
に
な
れ
ば
よ
い
、
御
覧
の
後
に
返

さ
れ
て
も
よ
い
、
金
二
両
で
引
き
受
け
た
い
と
申
さ
れ
た
が
、
得
難
い
も
の
、
御
承
知
の
上
で
御
勝
手
宜
し
い
よ
う
に
願
い
た
い
、
と
宇

太
夫
へ
申
し
入
れ
た
。『
天
神
記
』
に
つ
い
て
、
実
録
も
の
が
御
慰
み
に
な
ら
な
い
由
で
、
馬
琴
は
差
し
上
げ
る
の
を
ひ
か
え
た
。『
雲
妙

間
雨
夜
月
』
に
落
丁
あ
っ
て
、
御
令
妹
様
へ
御
出
入
の
貸
本
屋
の
も
の
を
も
っ
て
写
さ
れ
た
由
、
一
向
心
付
か
ず
恐
れ
入
る
、
相
済
む
由

に
て
安
心
し
た
、
と
宇
太
夫
へ
書
き
送
っ
た
。

　
そ
の
後
、
天
保
十
一
年
十
月
二
十
一
日
の
桂
窓
宛
書
翰
（
代
筆（

（（
（

）
に
よ
れ
ば
、
馬
琴
が
、
旧
作
『
桂
の
夕
し
ほ
』
半
紙
摺
上
本
を
宮
様

へ
差
し
上
げ
て
お
り
、
天
保
十
三
年
九
月
二
十
八
日
の
篠
斎
宛
書
翰
（
代
筆（

（（
（

）
に
、
先
年
、
読
本
『
敵
討
裏
見
葛
葉
』『
絵
本
筆
馬
靮
』

を
宮
様
へ
差
し
上
げ
た
こ
と
が
み
え
る
。
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（
二
）

　
馬
琴
は
、『
吾
仏
乃
記
』
に
、
天
保
十
年
十
一
月
十
四
日
、
黙
老
へ
奇
書
珍
書
二
二
部
、
絵
巻
物
八
巻
（
各
箱
入
）
を
、
金
一
五
両
二
分

二
朱
で
、
翌
年
、
天
保
十
一
年
正
月
八
日
、
桂
窓
へ
珍
書
三
部
を
金
四
両
で
、
四
月
十
一
日
、
篠
斎
へ
珍
書
唐
本
二
部
を
金
三
両
一
分
二

朱
で
、
八
月
五
日
、
篠
斎
仲
介
を
も
っ
て
長
谷
川
氏
（
六
有
、
元
貞
、
本
居
春
庭
弟
子
）
へ
珍
書
、
自
作
国
字
小
説
稿
本
と
も
八
部
を
金
一

三
両
で
、
合
計
三
六
両
で
沽
却
し
た
こ
と
を
記
し
た
。
天
保
十
二
年
四
月
、
長
谷
川
六
有
へ
愛
書
三
種
、「
白
石
叢
書
」
三
二
巻
、
代
金

五
両
、『
禹
鑿
堂
漫
録
』
五
巻
、
代
金
一
両
一
分
、『
太
平
絵
伝
抄
』
五
巻
、
代
金
一
両
一
分
、
を
売
っ
て
計
金
七
両
二
分
を
得
た
こ
と
を

記
し
た
。
そ
の
翌
年
、
天
保
十
三
年
八
月
、
書
肆
岡
田
屋
嘉
七
へ
、
和
漢
板
本
六
一
部
、
代
金
一
〇
両
二
分
、
九
月
黙
老
へ
奇
書
珍
書
一

五
部
、
代
金
五
両
、
十
一
月
、
篠
斎
へ
明
和
以
来
の
古
板
草
冊
子
四
二
種
、
奇
書
一
部
、
合
代
金
一
両
一
分
、
篠
斎
媒
介
長
谷
川
六
有
へ

珍
書
六
部
、
代
金
三
両
一
分
三
朱
、
十
二
月
、
桂
窓
へ
珍
書
薄
物
六
部
、
代
金
三
分
二
朱
と
銀
六
匁
、
ほ
か
に
、
九
月
、
高
松
藩
士
へ
写

本
三
部
、
代
金
二
分
と
銀
三
匁
七
分
五
厘
（
代
金
天
保
十
四
年
一
月
に
受
け
取
る
）、
計
金
二
〇
両
一
分
一
朱
と
銀
九
匁
七
分
五
厘
、
を
受
け

取
っ
た
と
記
し
た
。
書
肆
の
買
取
価
が
、
唐
本
原
価
の
三
分
一
、
四
分
一
で
、
甚
だ
廉
価
で
あ
っ
た
。
交
友
知
音
が
、
吾
を
資
す
る
た
め

相
応
の
価
で
買
っ
て
く
れ
た
、
と
記
し
て
い
る（（（
（

。

　
そ
の
記
事
に
み
え
る
天
保
十
年
か
ら
十
三
年
に
か
け
て
の
売
却
の
経
緯
と
書
名
な
ど
を
詳
ら
か
に
し
よ
う
。

　
天
保
十
年
八
月
十
二
日
頃
の
桂
窓
宛
覚（（（
（

に
よ
れ
ば
、「
越
後
雪
譜
料
」
画
巻
八
巻
三
重
箱
入
、
金
三
両
二
分
、
そ
れ
に
「
謙
信
春
日
山

の
図
説
」
一
本
と
「
雪
の
図
説
」
二
冊
を
加
え
て
金
四
両
、『
増
補
平
妖
伝
』
二
帙
（
印
本
一
帙
、
写
本
一
帙
）、
金
一
両
一
分
、『
水
滸
四

伝
全
書
』
四
帙
、
金
二
両
一
分
、『
聞
ま
ゝ
の
記
』
大
本
一
四
冊
、
金
二
両
三
分
、『
塩
尻
抄
』
四
冊
、
金
二
分
、『
増
補
江
戸
志
』
一
一

冊
、
金
一
両
二
分
、『
事
迹
合
考
』
五
冊
、
金
二
分
三
朱
、『
桜
林
』
一
四
巻
合
四
冊
、
金
二
両
二
朱
、『
瓊
浦
偶
筆
』
七
巻
合
二
冊
と

「
長
崎
真
図
」
二
本
、
金
一
両
二
朱
、『
宛
委
余
編
』
訓
点
付
四
冊
と
「
附
録
」
一
冊
、
金
一
両
二
朱
、
合
計
一
五
両
一
朱
、
と
し
て
目
録
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を
書
き
送
り
、
別
紙
付
箋
に
、『
水
滸
伝
』
不
用
で
あ
れ
ば
代
り
の
極
珍
書
と
し
て
、「
長
享
江
戸
図
」
一
本
、「
長
禄
江
戸
図
」
一
本
、

「
慶
長
江
戸
図
説
」
一
冊
、「
寛
永
江
戸
図
」
一
本
、「
明
暦
板
江
戸
図
」
写
本
一
冊
、「
元
禄
板
江
戸
図
」
写
本
一
本
、「
御
国
歌
舞
伎
画

巻
」
一
巻
、「
寛
文
俳
優
図
」
一
巻
、
二
重
箱
入
、
金
二
両
一
分
を
加
え
て
、
沽
却
し
た
い
、
と
桂
窓
に
申
し
入
れ
た
。

　
馬
琴
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
を
記
し
た
。「
越
後
雪
譜
料
」
は
、
二
、
三
〇
年
前
、
鈴
木
牧
之
か
ら
年
々
追
々
画
い
て
送
っ
て
き
た

「
雪
譜
料
」
の
画
稿
、
疎
画
な
が
ら
雪
の
こ
と
尽
し
た
も
の
、
印
本
の
『
雪
譜
』
な
ど
は
こ
の
百
分
一
に
も
な
ら
な
い
。
一
巻
五
、
六
〇

枚
ず
つ
の
大
幅
、『
雪
譜
』
の
著
述
牧
之
へ
断
っ
た
折
に
こ
の
画
稿
を
返
す
べ
き
と
こ
ろ
、
惜
し
く
代
金
を
払
っ
て
珍
蔵
し
て
き
た
画
稿
、

裱
褙
疎
抹
な
が
ら
実
に
海
内
一
本
の
珍
書
。『
増
補
平
妖
伝
』
の
印
本
は
先
年
御
目
に
か
け
た
も
の
、
写
本
は
貴
御
蔵
本
を
写
さ
せ
校
訂

し
、
帙
を
つ
く
ら
せ
美
本
と
し
た
も
の
、
御
所
蔵
の
写
本
を
売
却
し
て
、
二
本
と
も
印
本
と
さ
れ
れ
ば
珍
蔵
も
の
。『
水
滸
四
伝
全
書
』

は
長
崎
へ
行
っ
た
人
よ
り
買
い
取
っ
た
も
の
、
少
し
は
廉
な
る
も
の
。『
聞
ま
ゝ
の
記
』
は
黙
老
の
随
筆
、
近
世
の
奇
説
集
録
し
た
も
の
、

極
く
細
字
、
大
冊
、
一
冊
五
、
六
〇
丁
、
写
本
料
金
三
両
二
分
ほ
ど
支
払
っ
た
、
原
本
の
ほ
か
に
は
是
一
本
の
み
で
あ
ろ
う
。『
塩
尻
抄
』

は
有
用
の
と
こ
ろ
抄
録
、
役
に
立
つ
こ
と
多
い
。『
増
補
江
戸
志
』
は
上
写
本
校
訂
し
た
善
本
。『
事
迹
合
考
』
は
『
落
穂
集
』
に
も
れ
た

も
の
を
記
す
、
最
も
珍
書
、
太
田
南
畝
の
み
の
蔵
本
を
写
さ
せ
た
も
の
。『
桜
林
』
は
、
屋
代
弘
賢
の
『
古
今
便
覧
』
の
内
の
桜
譜
、
写

本
料
を
多
く
支
払
っ
た
も
の
、
先
年
御
目
に
か
け
た
と
覚
え
て
い
る
。『
瓊
浦
偶
筆
』「
長
崎
真
図
」
は
最
も
珍
書
。『
宛
委
余
編
』
の

「
附
録
」
は
稀
な
写
本
、
上
写
本
校
訂
、
拙
老
悉
く
訓
点
し
た
愛
書
。

　
書
名
、
代
価
の
目
録
を
見
た
桂
窓
は
、『
聞
ま
ゝ
の
記
』『
塩
尻
抄
』『
瓊
浦
偶
筆
』
三
部
を
買
い
取
る
と
伝
え
て
き
た
。
九
月
二
十
四

日
、
馬
琴
は
桂
窓
へ
書
翰
を
認
め
、
勝
手
次
第
に
飛
脚
へ
出
す
、
脚
賃
御
地
払
に
す
る
よ
う
に
と
の
御
心
付
、
御
義
侠
の
至
り
、
と
謝
意

を
述
べ
た
。『
宛
委
余
編
』
に
つ
い
て
の
桂
窓
の
問
に
対
し
、
全
書
を
『
四
部
稿
』
と
い
う
明
の
王
元
美
の
随
筆
、
二
、
三
〇
〇
巻
の
う

ち
最
も
お
も
し
ろ
い
も
の
、『
五
雑
組
』
と
伯
仲
、
学
者
往
々
抄
書
す
る
が
写
本
稀
れ
、
拙
老
蔵
本
の
も
の
全
写
本
、
悉
く
訓
点
を
施
し
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た
美
本
、
そ
の
続
き
の
『
芸
苑
巵
言
』
附
録
一
冊
、
写
本
も
な
い
珍
書
、
古
今
の
画
者
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
、『
四
部
稿
』
全
書
は
官

庫
の
み
に
あ
る
、
と
説
明
し
、『
聞
ま
ゝ
の
記
』
と
一
緒
に
封
入
し
て
送
る
、
御
覧
の
上
、
御
望
み
で
な
け
れ
ば
返
さ
れ
る
よ
う
に
と
申

し
入
れ
た
。『
水
滸
四
伝
全
書
』
に
つ
い
て
、
一
二
〇
回
本
、
李
卓
吾
の
頭
書
あ
る
大
本
四
帙
、
板
行
あ
ま
り
よ
く
な
く
磨
滅
の
と
こ
ろ

を
善
本
と
比
校
し
、
朱
を
も
っ
て
補
写
手
入
れ
し
た
も
の
、
首
巻
に
『
宣
和
遺
事
』
を
附
録
し
て
あ
る
、『
宣
和
遺
事
』
を
み
な
く
て
は

『
水
滸
』
の
作
者
の
は
た
ら
き
合
点
で
き
な
い
、
一
〇
〇
回
本
は
、
静
廬
所
蔵
の
ほ
か
に
な
い
珍
書
な
が
ら
全
書
で
は
な
い
、
一
二
〇
回

本
が
よ
い
、
訓
点
を
施
し
校
訂
し
た
も
の
、
と
評
し
た（（（
（

。

　
十
二
月
朔
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
へ
書
翰（（（
（

を
送
り
、
多
務
寸
暇
な
く
沽
却
拙
蔵
本
ま
だ
荷
作
り
で
き
ず
飛
脚
へ
渡
し
て
い
な
い
、
年
内
に

暇
で
き
れ
ば
送
り
出
す
、
御
目
に
か
け
る
と
申
し
た
『
宛
委
余
論
』『
芸
苑
巵
言
』
を
黙
老
へ
売
り
渡
し
た
の
で
、
御
目
に
か
け
ら
れ
な

い
、
秋
、
黙
老
が
凡
そ
金
一
六
両
二
分
二
朱
ほ
ど
の
拙
蔵
本
を
引
き
取
り
、
江
戸
屋
敷
で
引
請
人
荷
作
り
す
る
由
、
そ
の
人
下
部
を
供
と

し
て
引
き
取
り
残
ら
ず
片
付
け
た
、
金
子
も
受
領
し
て
大
安
心
し
た
、
と
伝
え
た
。

　
翌
年
、
天
保
十
一
年
正
月
八
日
の
桂
窓
宛
別
楮
、
別
包
添
状（（（
（

に
よ
れ
ば
、
馬
琴
は
、『
聞
ま
ゝ
の
記
』
一
四
冊
（
代
金
二
両
三
分
）、『
塩

尻
抄
』
四
冊
（
代
金
二
分
）、『
瓊
浦
偶
筆
』
七
巻
合
二
冊
（
代
金
三
分
）
を
、
飛
脚
問
屋
嶋
屋
佐
右
衛
門
方
へ
、
並
便
、
賃
先
払
い
で
出
し

た
。

　
馬
琴
は
、
方
位
選
択
の
書
や
写
本
の
沽
却
取
扱
い
を
篠
斎
に
頼
ん
だ
。
篠
斎
が
、
紀
州
和
歌
山
に
欲
し
い
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
、

書
名
と
代
価
を
記
し
て
送
る
よ
う
に
と
申
し
入
れ
て
き
た
。
二
月
九
日
、
馬
琴
は
、
書
名
、
代
価
を
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

に
認
め
て
出
し
た
。

『
通
徳
類
情
』
大
本
帙
入
八
冊
、
上
筆
工
に
写
さ
せ
校
訂
し
た
も
の
、
元
入
金
一
両
一
分
ば
か
り
か
ゝ
っ
た
も
の
、『
崇
正
通
書
』
小
刻
帙

入
八
冊
、
江
戸
大
坂
に
唐
本
な
く
、
屋
代
弘
賢
所
蔵
の
も
の
借
謄
し
校
訂
し
た
も
の
、
写
本
惣
入
用
金
一
両
二
朱
ば
か
り
か
ゝ
っ
た
も
の
、

今
は
唐
本
あ
っ
て
廉
価
、
元
入
分
の
代
価
ま
で
に
沽
却
し
た
い
。
然
る
べ
く
取
り
計
っ
て
も
ら
い
た
い
、
代
価
以
下
で
あ
れ
ば
時
を
待
ち
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た
い
、
小
説
物
と
し
て
、『
二
度
梅
』
帙
入
小
刻
六
冊
、
金
三
朱
で
買
い
入
れ
た
も
の
、
金
二
朱
な
ら
ば
沽
却
し
た
い
、『
水
滸
四
伝
全

書
』
二
四
冊
四
帙
、
金
二
両
一
分
で
、
素
人
が
長
崎
か
ら
も
た
ら
し
た
も
の
を
買
い
入
れ
た
、
金
二
両
位
な
ら
ば
沽
却
し
た
い
、
御
媒
介

御
心
懸
け
下
さ
る
よ
う
に
、
と
篠
斎
に
頼
ん
だ
。

　
篠
斎
が
松
坂
の
長
谷
川
六
有
へ
媒
介
し
た
。
六
有
が
、
蔵
本
あ
る
け
れ
ど
も
、
善
本
で
あ
れ
ば
『
東
雅
』
を
買
い
入
れ
た
い
、『
増
補

平
妖
伝
』
と
と
も
で
、
金
三
両
二
分
を
前
金
で
渡
す
、
大
伝
馬
町
御
掛
店
殿
村
文
右
衛
門
か
ら
受
け
取
ら
れ
た
い
、
と
篠
斎
が
馬
琴
に
知

ら
せ
て
き
た
。
四
月
十
一
日
、
馬
琴
は
、
篠
斎
へ
書
翰（（（
（

を
送
り
、
長
谷
川
六
有
主
が
拙
随
筆
『
玄
同
放
言
』『
燕
石
雑
志
』
を
所
蔵
の
由
、

和
漢
の
学
者
、
風
流
家
、
そ
の
よ
う
な
御
人
に
売
る
こ
と
本
望
の
至
、
貴
翁
の
御
義
侠
悦
し
い
、
金
三
両
二
分
の
御
手
形
で
清
右
衛
門
を

も
っ
て
慥
に
受
け
取
っ
た
、『
東
雅
』『
平
妖
伝
』、
六
有
主
か
ら
頼
ま
れ
た
由
の
『
酒
説
養
生
論
』
を
、
並
便
で
瀬
戸
物
町
嶋
屋
左
右
衛

門
方
へ
出
し
た
、『
酒
説
養
生
論
』
の
古
本
、
全
七
巻
合
本
三
冊
綴
込
、
代
料
銀
五
匁
五
分
、
新
本
入
手
で
き
な
い
、
古
本
で
よ
く
な
け

れ
ば
返
さ
れ
る
よ
う
、
有
用
の
好
書
、
児
孫
の
た
め
家
蔵
す
る
、
と
伝
え
た
。
日
本
橋
須
原
屋
茂
兵
衛
板
、
須
原
屋
に
な
く
、
草
紙
類
の

扱
い
を
渡
世
に
も
し
て
い
る
今
の
清
右
衛
門
（
娘
お
さ
き
の
婿
、
分
家
）
が
、
江
戸
中
を
走
り
廻
り
、
ふ
と
紙
店
で
見
出
し
て
入
手
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
馬
琴
は
、
先
便
で
扱
い
を
頼
ん
だ
『
通
徳
類
情
』『
崇
正
通
書
』
な
ど
、
和
歌
山
の
懇
家
へ
伝
え
ら
れ
た
由
を
謝
礼
し
、

方
位
学
す
た
れ
て
き
た
の
で
売
れ
な
い
の
も
是
非
な
い
、
ほ
か
に
、「
大
東
分
界
図
」
大
折
本
、
箱
入
三
本
が
あ
る
、
日
本
六
六
か
国
の

図
、
一
か
国
そ
れ
ぞ
れ
に
作
者
の
説
が
書
か
れ
て
い
る
、『
奥
羽
聞
老
志
』
の
作
者
滄
洲
自
筆
の
稿
本
、
類
本
な
い
珍
書
、
図
は
麁
略
、

文
化
中
に
代
金
三
両
で
買
い
入
れ
箱
を
作
ら
せ
て
所
蔵
し
て
き
た
、
相
応
の
代
価
で
あ
れ
ば
売
り
た
い
、
小
生
読
本
の
稿
本
、
文
政
中
ま

で
板
元
が
返
さ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
引
き
取
っ
た
、『
八
犬
伝
』
の
稿
本
六
、
七
集
よ
り
残
ら
ず
あ
る
、『
巡
島
記
』
そ
の
ほ
か
多
く
あ

る
、
相
応
の
代
価
で
あ
れ
ば
売
り
た
い
、
紙
魚
の
書
に
す
る
よ
り
は
売
っ
た
方
が
よ
い
、
御
心
懸
け
願
い
た
い
、
と
も
頼
ん
だ
。

　
馬
琴
は
、『
増
補
平
妖
伝
』
二
帙
、
合
巻
稿
本
六
冊
、
桂
窓
行
小
紙
包
一
つ
の
小
形
一
包
、『
東
雅
』
五
冊
、『
酒
説
養
生
論
』
三
冊
の
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大
形
一
包
と
し
て
嶋
屋
へ
出
し
、『
増
補
平
妖
伝
』
二
帙
、
代
金
一
両
一
分
二
朱
、
善
本
の
『
東
雅
』
一
〇
巻
合
五
冊
、
代
金
二
両
、
計

三
両
一
分
二
朱
を
大
伝
馬
町
殿
村
文
右
衛
門
殿
よ
り
受
け
取
る
、『
酒
説
養
生
論
』
七
巻
合
三
冊
、
代
銀
五
匁
五
分
、
拙
作
合
巻
稿
本
一

部
、
と
も
に
嶋
屋
か
ら
並
便
で
出
し
た
、
と
の
覚
を
篠
斎
へ
同
日
に
発
送
し
た
。
五
月
六
日
に
到
着
。
飛
脚
賃
銀
七
匁
九
分
、
内
長
谷
川

方
分
銀
四
匁
五
分
三
厘
、
篠
斎
方
分
銀
三
匁
三
分
八
厘
で
あ
っ
た
。

　
馬
琴
は
、
六
月
六
日
に
篠
斎
へ
書
翰
（
代
筆（

（（
（

）
を
送
っ
て
、「
大
東
分
界
之
図
」、
読
本
稿
本
な
ど
の
代
金
に
つ
い
て
申
し
入
れ
た
。

「
大
東
分
界
之
図
」
に
つ
い
て
、
篠
斎
が
、
相
応
の
代
価
と
は
金
三
両
よ
り
上
か
下
か
問
い
合
わ
せ
て
き
た
の
で
、
馬
琴
は
、
貴
君
御
入

用
で
あ
れ
ば
、
金
二
両
一
分
で
も
二
両
二
朱
で
も
よ
い
、
他
の
方
で
あ
れ
ば
、
金
二
両
二
分
と
し
て
、
読
本
稿
本
一
編
に
つ
き
金
三
分
、

貴
君
御
買
入
で
あ
れ
ば
金
二
分
で
も
よ
い
、
合
巻
稿
本
六
冊
も
の
金
三
朱
、
八
冊
も
の
金
一
分
で
御
世
話
願
い
た
い
、「
大
東
分
界
之
図
」

稿
本
、
大
坂
書
林
が
高
料
の
潤
筆
で
引
き
請
け
奉
行
所
へ
出
板
願
改
に
差
し
出
し
た
け
れ
ど
も
改
済
ま
ず
、
久
し
く
手
許
に
置
き
、
代
金

一
五
両
で
売
り
た
い
と
申
し
て
い
た
が
売
れ
ず
、
小
生
、
河
内
太
兵
衛
媒
介
で
金
三
両
で
や
っ
と
入
手
し
た
も
の
、
金
二
両
二
分
で
は
高

料
で
は
な
い
と
考
え
る
、
拙
作
稿
本
、
一
旦
板
元
へ
売
っ
た
し
ぼ
り
か
す
、
稿
本
ま
で
世
上
流
布
す
る
の
は
恥
し
い
こ
と
な
が
ら
、
多
金

調
え
が
た
い
た
め
の
細
工
、
世
界
一
本
の
も
の
下
直
と
考
え
る
、
と
応
答
し
た
。
読
本
、
合
巻
の
書
名
、
冊
数
な
ど
を
書
き
出
し
た
。
読

本
、『
八
犬
伝
』
六
集
よ
り
九
集
の
下
帙
ま
で
一
三
、
四
集
、『
巡
嶋
記
』
初
編
よ
り
六
編
ま
で
、『
石
魂
録
』
後
編
六
冊
、『
南
柯
夢
』
全

六
冊
、『
質
屋
庫
』
全
五
冊
、『
侠
客
伝
』
初
集
よ
り
四
集
ま
で
、
合
巻
、『
金
毘
羅
船
』
八
編
ま
で
、『
傾
城
水
滸
伝
』
初
編
よ
り
十
三
編

ま
で
揃
い
、『
金
魚
伝
』
初
編
よ
り
六
編
ま
で
揃
い
、『
文
の
定
紋
』
全
六
冊
、『
赤
本
事
始
』
全
六
冊
、
そ
の
内
、『
南
柯
夢
』
六
冊
と

『
赤
本
事
始
』
六
冊
を
、『
大
東
分
界
之
図
』
と
同
封
し
て
、
今
便
並
便
を
も
っ
て
送
る
よ
う
飛
脚
問
屋
嶋
屋
佐
右
衛
門
方
へ
出
し
た
、
と

伝
え
た
。

　『
大
東
分
界
之
図
』
を
篠
斎
も
長
谷
川
六
有
も
見
た
い
、
脚
賃
御
地
払
い
で
送
る
よ
う
に
、
稿
本
一
、
二
部
も
見
た
い
、
と
の
篠
斎
か
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ら
の
申
し
入
れ
を
受
け
て
、
馬
琴
は
、
篠
斎
方
へ
送
り
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、『
酒
説
養
生
論
』
に
つ
い
て
、
よ
く
聞
き
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、
元
来
、
作
者
の
蔵
板
、
享
保
中
に
須
原
屋
平
左
衛
門
と
い
う
小
店
が
引
き
受
け
て
売
り
出
し
、
本
店
須
原
屋
茂
兵
衛
名
前
も

加
え
た
が
実
の
板
元
で
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
売
れ
ず
、
只
今
、
甚
だ
稀
な
書
、
須
原
屋
の
手
代
が
書
名
す
ら
知
ら
な
い
ほ
ど
の
も
の
、
と
知

ら
せ
た
。

　
同
じ
日
、
馬
琴
は
、
篠
斎
へ
別
紙（（（
（

も
送
っ
て
、
岡
田
屋
へ
前
金
を
得
て
預
け
て
お
い
た
唐
本
を
書
き
出
し
、
書
肆
へ
売
る
よ
り
友
人
の

所
蔵
に
な
る
方
が
望
ま
し
い
、
長
谷
川
六
有
な
ど
へ
伝
え
て
下
さ
る
よ
う
に
、
と
申
し
入
れ
た
。『
事
文
類
聚
』
前
集
、
後
集
、
続
集
、

新
集
、
別
集
、
外
集
、
補
遺
写
本
一
冊
、
大
冊
合
本
一
七
冊
、
桐
の
箱
入
、
代
金
二
両
、『
宋
元
通
鑑
』
一
帙
、『
少
微
通
鑑
』
一
帙
、
代

金
一
両
、『
事
文
類
聚
』
は
、
名
家
の
有
名
な
記
文
を
収
め
る
、『
芸
文
類
聚
』
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
記
文
の
学
の
第
一
の
書
、『
宋
元
通

鑑
』『
少
微
通
鑑
』
は
二
十
一
史
の
代
り
、
学
者
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
書
、
と
書
名
、
代
金
、
説
明
を
記
し
た
。

　
同
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
書
翰
（
代
筆（

（（
（

）
を
送
り
、
同
じ
書
名
、
代
金
、
説
明
を
別
紙
に
書
き
、
書
肆
へ
売
る
よ
り
友
人
の
所
蔵
に
な
る

の
が
望
ま
し
い
、
と
申
し
入
れ
た
。

　
八
月
二
十
一
日
の
篠
斎
宛
書
翰
（
代
筆（

（（
（

）
に
よ
れ
ば
、
長
谷
川
六
有
が
『
大
東
国
郡
図
』
を
金
二
両
二
分
で
買
い
入
れ
る
由
、
篠
斎
か

ら
馬
琴
へ
知
ら
せ
て
き
た
。
馬
琴
は
、
白
石
も
の
の
媒
介
を
篠
斎
に
頼
み
、
篠
斎
は
、
和
歌
山
の
懇
友
に
話
し
た
こ
と
を
馬
琴
に
伝
え
た
。

馬
琴
は
、
そ
の
和
歌
山
の
懇
友
の
名
前
を
桂
窓
か
ら
聞
い
て
い
た
が
失
念
し
た
。

　
そ
の
御
仁
、
所
蔵
す
る
『
読
史
余
論
』
は
悪
書
の
由
で
、
馬
琴
の
蔵
本
が
善
本
で
あ
れ
ば
買
い
取
り
た
い
、
長
谷
川
六
有
が
馬
琴
か
ら

買
い
入
れ
た
『
東
雅
』
に
つ
い
て
聞
き
知
っ
て
、
買
い
入
れ
た
い
と
篠
斎
へ
頼
ん
だ
と
い
う
。
馬
琴
は
、
蔵
本
大
字
、
筆
者
上
田
流
の
俗

手
跡
、
誤
字
多
く
用
立
ち
か
ね
た
の
で
、
夏
休
み
に
悉
く
校
訂
し
本
を
よ
ご
し
た
け
れ
ど
も
極
く
善
本
に
直
し
た
、
家
に
残
し
て
お
き
た

い
が
、
財
用
の
た
め
、
聞
き
及
ん
で
い
る
御
仁
な
ら
ば
譲
っ
て
も
惜
し
く
な
い
、
苦
心
の
手
入
本
の
愛
書
、
代
価
金
千
疋
位
ま
で
で
よ
い
、
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そ
の
御
仁
の
蔵
本
と
交
易
し
て
差
し
引
き
に
す
れ
ば
高
料
で
は
な
い
、
そ
の
蔵
本
の
買
入
値
段
を
知
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
の
蔵
本
を

拝
見
し
た
い
、
と
篠
斎
へ
申
し
入
れ
た
。

　『
南
柯
夢
』
稿
本
に
つ
い
て
も
申
し
越
さ
れ
た
こ
と
有
難
い
、
望
む
人
ま
だ
な
け
れ
ば
、
代
価
如
何
ほ
ど
で
も
よ
い
の
で
御
世
話
願
い

た
い
、
北
斎
の
挿
絵
が
作
者
の
意
に
従
わ
ず
稿
本
通
り
で
な
く
、
印
本
と
人
物
の
位
置
な
ど
異
っ
て
い
る
、
御
注
文
の
『
傾
城
水
滸
伝
』

稿
本
、
第
三
編
が
な
い
、
板
元
の
鶴
屋
喜
右
衛
門
が
三
代
も
か
わ
っ
て
い
て
稿
本
に
つ
い
て
知
る
者
も
い
な
い
、
そ
の
代
り
と
し
て
『
金

魚
伝
』
上
編
下
編
を
差
し
出
す
、
中
編
板
元
で
紛
失
し
た
端
物
な
が
ら
唐
山
の
小
説
を
翻
案
し
た
稿
本
、
こ
れ
を
も
っ
て
堪
忍
し
て
も
ら

い
た
い
、
貴
君
御
取
入
の
分
、
代
価
少
し
減
じ
て
も
よ
い
と
申
し
入
れ
た
け
れ
ど
も
、
定
の
価
で
勘
定
す
る
と
の
仰
せ
、
万
々
忝
な
い
、

『
巡
島
記
』『
質
屋
庫
』
な
ど
の
稿
本
揃
っ
て
い
る
、『
金
毘
羅
船
』
の
稿
本
八
編
の
う
ち
七
編
、
八
編
の
み
あ
る
、『
金
瓶
梅
』
稿
本
不
揃

い
な
が
ら
あ
る
、『
金
毘
羅
船
』
不
足
分
の
代
り
と
し
て
、『
殺
生
石
後
日
』
五
編
稿
本
揃
い
を
差
し
出
す
、
こ
れ
を
も
っ
て
堪
忍
し
て
も

ら
い
た
い
、『
金
毘
羅
船
』
の
板
元
が
稿
本
を
返
却
し
な
い
し
、『
金
毘
羅
船
』
板
元
、
年
久
し
く
な
っ
て
い
る
か
ら
大
方
な
い
と
思
わ
れ

る
、『
殺
生
石
後
日
』
の
手
許
に
あ
っ
た
極
上
本
の
稿
本
を
、
貞
操
院
宮
様
へ
五
か
年
前
に
差
し
出
し
た
の
で
、
手
許
に
あ
る
稿
本
を
製

本
し
表
紙
を
掛
け
さ
せ
た
も
の
、
頗
る
心
を
用
い
た
も
の
、
長
谷
川
六
有
主
へ
宜
し
く
伝
え
て
も
ら
い
た
い
、
桂
窓
子
も
『
金
毘
羅
船
』

初
編
よ
り
三
編
ま
で
望
ま
れ
た
が
、
七
編
八
編
の
み
し
か
な
い
と
断
わ
っ
た
、『
石
殺
石
後
日
』
の
稿
本
の
み
望
ま
れ
れ
ば
、
代
金
二
両

で
譲
り
た
い
、
望
む
人
を
聞
き
出
し
て
世
話
し
て
も
ら
い
た
い
、『
文
の
定
紋
』
を
桂
窓
子
か
ら
四
、
五
日
先
に
注
文
を
受
け
た
け
れ
ど

も
、
貴
君
か
ら
代
金
を
早
速
渡
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
貴
君
へ
送
る
、
桂
窓
子
へ
返
事
す
る
、
何
れ
と
も
御
相
談
の
上
、
桂
窓
子
へ
譲
ら

れ
る
の
も
思
召
次
第
と
思
う
、
と
申
し
入
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、『
皿
皿
郷
談
』『
春
蝶
奇
縁
』『
常
夏
草
紙
』『
三
国
一
夜
物
語
』
な
ど
の
稿
本
を
御
取
入
さ
れ
る
と
の
こ
と
な
が
ら
、
何
れ

も
稿
本
が
な
い
、『
皿
皿
郷
談
』
の
稿
本
他
所
に
あ
る
由
を
聞
い
て
、
美
濃
屋
甚
三
郎
を
も
っ
て
掛
け
合
い
、
辛
じ
て
取
り
戻
し
た
、
焼
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板
、
江
戸
に
一
本
も
な
い
、
少
し
虫
入
な
が
ら
表
紙
掛
製
本
さ
せ
て
秘
蔵
し
て
き
た
、
手
許
に
校
合
摺
本
あ
る
の
で
御
注
文
に
応
ず
る
、

『
三
国
一
夜
物
語
』『
旬
殿
実
々
記
』『
春
蝶
奇
縁
』『
月
氷
奇
縁
』『
常
夏
草
紙
』『
水
滸
画
伝
』、
蔵
本
何
れ
も
初
摺
極
上
本
、
貞
操
院
宮

様
御
望
み
で
、
五
か
年
以
前
に
差
し
上
げ
て
、
只
今
は
所
持
し
て
い
な
い
、
こ
の
こ
と
を
桂
窓
子
へ
も
申
し
入
れ
る
の
で
宜
し
く
、
と
申

し
送
っ
た
。

　
同
日
の
篠
斎
宛
の
別
紙
（
代
筆（

（（
（

）
に
、
書
名
、
代
価
を
記
し
、
渋
紙
包
二
つ
に
し
て
、
飛
脚
問
屋
嶋
屋
佐
右
衛
門
方
へ
並
便
を
も
っ
て

送
る
よ
う
手
配
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。『
事
文
類
聚
』
唐
本
箱
入
合
本
二
三
冊
（
内
写
本
一
冊
）、
代
金
二
両
、『
傾
城
水
滸
伝
』
稿
本
初
編

よ
り
十
三
編
上
迄
、
内
第
三
編
紛
失
、
代
金
三
両
二
朱
、
紛
失
第
三
編
の
代
り
に
『
金
魚
伝
』
上
下
二
帙
を
差
し
添
え
る
、『
朝
夷
巡
島
記
』

稿
本
六
編
迄
分
巻
三
〇
冊
、
代
金
三
両
三
分
、『
質
屋
庫
』
稿
本
五
冊
、
製
本
表
紙
掛
、
代
金
二
分
二
朱
、『
文
の
定
紋
』
合
巻
物
六
冊
、

代
金
三
朱
、『
事
文
類
聚
』
合
本
一
七
冊
と
し
た
の
は
覚
え
違
い
、
二
三
冊
、
代
価
金
二
両
と
は
岡
田
屋
が
付
け
た
直
段
、『
朝
夷
巡
島

記
』
の
第
六
編
が
四
冊
で
二
九
冊
の
と
こ
ろ
板
元
が
分
巻
し
て
三
〇
冊
に
な
っ
た
と
覚
え
て
い
る
、
な
お
、
先
便
で
送
っ
た
「
大
東
分
界

図
」
代
金
二
両
二
分
、『
赤
本
事
始
』
代
金
三
朱
、『
南
柯
夢
』
代
金
二
分
二
朱
、
合
計
金
一
三
両
、
内
金
一
〇
両
受
領
、
但
し
、
ま
だ
望

む
人
な
く
、
御
取
入
さ
れ
て
他
に
望
む
人
あ
れ
ば
、
金
三
分
で
も
三
分
二
朱
で
も
相
当
の
価
と
す
る
、
ほ
か
に
、
申
し
越
さ
れ
た
『
皿
皿

郷
談
』
稿
本
、
製
本
表
紙
掛
六
冊
、
今
便
に
封
入
し
て
送
っ
た
、
宜
し
く
取
り
斗
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
記
し
た
。
添
状
（
代
筆（

（（
（

）
三
通

を
送
り
、
そ
の
内
の
一
通
に
、『
青
砥
碑
』
稿
本
一
冊
も
『
事
文
類
聚
』『
質
屋
庫
』
に
加
え
て
箱
入
一
包
と
し
て
送
っ
た
こ
と
を
記
し
た
。

　
十
月
二
十
一
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
に
よ
れ
ば
、『
傾
城
水
滸
伝
』
稿
本
、
初
編
下
帙
四
冊
、
十
二
編
下
帙
四
冊
、
計
八
冊
不
足
、

と
の
知
ら
せ
を
受
け
、
馬
琴
は
、
不
眼
、
媳
婦
に
任
せ
て
行
き
届
か
ず
、
恥
じ
入
る
、
長
谷
川
氏
彼
是
申
さ
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
板
元
に
も
な
い
の
で
、
飯
田
町
宅
娘
へ
遣
し
て
い
た
初
編
か
ら
十
三
編
上
帙
の
な
か
か
ら
、
第
三
編
上
下
帙
四
冊
、
初
編
下
帙

二
冊
、
十
二
編
下
帙
二
冊
、
計
八
冊
、
の
板
本
を
今
日
早
便
、
賃
江
戸
払
で
嶋
屋
方
へ
出
し
た
、
第
三
編
不
足
分
の
代
り
に
差
し
出
し
た
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『
金
魚
伝
』
稿
本
を
返
し
て
も
ら
い
た
い
、『
南
柯
夢
』
稿
本
、『
文
の
定
紋
』
稿
本
、
望
ま
れ
る
桂
窓
子
へ
譲
ら
れ
る
由
承
っ
た
、
と
篠

斎
へ
書
き
送
っ
た
。

　
そ
の
後
、
篠
斎
が
、『
傾
城
水
滸
伝
』
稿
本
（
板
本
カ
）
八
冊
、『
青
砥
石
文
』
稿
本
一
冊
を
馬
琴
へ
返
し
て
き
た
。
馬
琴
は
、
十
二
月

十
四
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
で
、『
青
砥
石
文
』
稿
本
四
之
巻
一
冊
、
昔
校
合
の
折
、
板
元
へ
返
さ
ず
端
本
の
ま
ゝ
手
許
に
あ
り
、

琴
魚
様
作
の
稿
本
、
御
直
筆
で
は
な
い
が
御
形
見
に
と
老
婆
深
切
に
差
し
上
げ
た
け
れ
ど
も
、
老
人
の
記
憶
悪
く
御
尋
ね
に
御
答
を
も
ら

し
、
不
本
意
の
至
、
恥
じ
入
る
、
と
書
き
送
っ
た
。『
傾
城
水
滸
伝
』
稿
本
不
足
代
り
の
板
本
の
訳
合
を
、
長
谷
川
六
有
が
聞
い
て
返
本

し
て
き
た
の
を
知
っ
て
、
御
義
侠
の
至
、
宜
し
く
伝
え
て
も
ら
い
た
い
、
黙
老
が
、『
傾
城
水
滸
伝
』
初
編
下
帙
二
冊
、
十
二
編
下
帙
二

冊
を
、
昔
年
、
鶴
屋
か
ら
貰
っ
て
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
黙
老
が
望
む
『
金
毘
羅
船
』
稿
本
六
編
・
七
編
の
八
冊
と
交
易
す
る
よ
う

頼
ん
で
、
十
一
月
中
旬
、
高
松
の
黙
老
方
へ
送
っ
た
、
黙
老
が
許
容
し
て
『
傾
城
水
滸
伝
』
稿
本
四
冊
を
送
っ
て
く
れ
る
と
思
う
、
手
に

入
り
次
第
、
来
春
御
地
へ
送
る
、
と
伝
え
た
。
馬
琴
は
、「
白
石
叢
書
」
な
ど
に
つ
い
て
の
篠
斎
に
問
に
答
え
て
、「
白
石
叢
書
」、
寛
政

中
、
大
田
才
助
が
白
石
の
家
へ
経
書
講
釈
に
出
た
折
に
借
用
し
、
ひ
そ
か
に
写
し
取
っ
た
由
の
三
二
、
三
冊
、
文
化
中
、
金
五
両
で
某
か

ら
買
い
取
り
、
校
訂
し
て
秘
蔵
し
て
き
た
愛
書
、
元
値
段
よ
り
よ
け
れ
ば
譲
り
た
い
、
こ
の
珍
書
好
む
方
へ
御
媒
妁
願
い
た
い
、『
忠
臣

絵
伝
抄
』、
享
保
中
の
印
本
、
全
五
冊
、
義
士
の
肖
像
あ
り
、
売
り
出
し
後
程
な
く
絶
板
、
甚
だ
稀
な
書
、
義
士
の
実
録
の
板
本
、
文
化

中
見
出
し
、
金
一
両
一
分
で
買
い
取
り
秘
蔵
し
て
き
た
も
の
、
好
む
人
あ
れ
ば
元
直
段
で
譲
る
、
御
世
話
を
願
い
た
い
、
両
書
と
も
、
不

眼
で
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
所
蔵
す
る
甲
斐
が
な
い
、
と
書
き
送
っ
た
。

　
翌
年
、
天
保
十
二
年
一
月
上
旬
に
、
馬
琴
は
、
黙
老
か
ら
の
『
傾
城
水
滸
伝
』
稿
本
初
編
下
帙
四
冊
を
受
け
取
っ
た
。
十
一
編
下
帙
稿

本
四
冊
を
黙
老
子
息
枝
之
助
殿
が
何
方
へ
か
貸
し
た
由
で
、
急
に
は
知
る
こ
と
で
き
な
い
由
、
先
ず
は
、
初
編
下
帙
四
冊
、
近
日
届
け
る

も
の
と
一
緒
に
封
入
し
て
送
る
、
と
一
月
二
十
八
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
で
申
し
送
っ
た
。
篠
斎
が
、『
青
砥
石
文
』
端
本
稿
本
、
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由
来
を
知
っ
て
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
申
し
入
れ
た
の
で
、
馬
琴
は
、
近
日
一
緒
に
封
入
し
て
送
り
、
進
上
す
る
、
と
約
し
た
。
篠
斎
が
、

「
白
石
叢
書
」
に
つ
い
て
重
ね
て
尋
ね
て
き
た
の
で
、
馬
琴
は
、
金
子
急
用
で
は
な
い
の
で
必
ず
売
り
た
い
の
で
は
な
い
、
二
度
と
手
に

入
ら
な
い
要
用
の
診
書
、
代
価
高
料
で
も
望
む
人
あ
れ
ば
譲
っ
て
も
よ
い
、
老
拙
不
眼
、
読
書
で
き
ず
紙
魚
の
巣
に
し
て
お
く
の
も
惜
し

い
、
と
思
う
ま
で
の
こ
と
、
文
化
中
、
得
が
た
い
珍
書
の
代
価
を
論
ず
る
こ
と
な
く
買
い
入
れ
た
経
緯
な
ど
を
書
き
送
っ
た
。

　
そ
の
間
、
天
保
十
一
年
八
月
二
十
一
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
へ
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
を
送
り
、
唐
本
類
を
御
望
み
で
な
い
由
承
っ
た
、
篠
斎
子

か
ら
知
ら
せ
を
受
け
て
、『
八
犬
伝
』
稿
本
六
集
の
み
御
入
用
の
由
、
六
集
よ
り
末
ま
で
続
い
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
六
集
の
み
今
便
並
便

を
も
っ
て
送
る
、『
金
毘
羅
船
』
稿
本
、
初
編
よ
り
三
編
ま
で
御
入
用
の
由
な
が
ら
、
七
編
と
八
編
の
み
し
か
な
い
の
で
、
御
断
り
す
る
、

『
文
の
定
紋
』
稿
本
御
入
用
の
由
、
篠
斎
子
も
御
望
み
、
貴
君
の
書
状
を
篠
斎
の
書
状
よ
り
四
、
五
日
前
に
受
け
取
っ
た
け
れ
ど
も
、
篠

斎
よ
り
内
金
と
し
て
前
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
稿
本
を
篠
斎
子
へ
差
し
出
す
、
貴
君
の
御
注
文
の
こ
と
篠
斎
へ
伝
え
る
、
御

相
談
し
て
も
ら
い
た
い
、
合
巻
物
の
稿
本
、『
殺
生
石
後
日
』
の
み
全
部
五
編
揃
っ
て
い
る
、
表
紙
掛
製
本
さ
せ
た
も
の
、
金
二
両
で
望

む
人
あ
れ
ば
売
り
た
い
、『
文
の
定
紋
』
の
代
り
に
『
ち
よ
〳
〵
ら
著
聞
集
』
稿
本
第
二
編
八
冊
、
御
入
用
如
何
か
、
と
申
し
送
っ
た
。

　
十
月
二
十
一
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
に
よ
れ
ば
、
桂
窓
が
篠
斎
か
ら
『
南
柯
夢
』
稿
本
を
譲
り
受
け
、
代
金
を
篠
斎
へ
渡
し
た
。

馬
琴
は
、
そ
の
書
翰
に
、『
忠
臣
絵
伝
抄
』
を
望
む
人
あ
れ
ば
、
金
五
〇
〇
疋
位
で
売
り
た
い
、
御
汲
引
願
い
た
い
と
媒
介
の
世
話
を
頼

ん
だ
。
文
化
中
、
高
料
金
一
両
二
分
で
買
い
入
れ
秘
蔵
し
て
き
た
、
享
保
中
出
板
、
程
な
く
絶
板
、
泉
岳
寺
で
義
士
開
帳
あ
っ
た
折
、
或

る
大
名
衆
の
注
文
で
金
二
両
ま
で
な
ら
ば
買
い
た
い
、
と
申
入
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
手
離
さ
な
か
っ
た
、
只
今
衰
眼
見
る
こ
と
で
き
な
い

の
で
売
り
た
い
、
と
書
き
送
っ
た
。

　
翌
年
、
天
保
十
二
年
一
月
二
十
八
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
に
よ
れ
ば
、「
白
石
叢
書
」『
兔
園
小
説
』
を
、
懇
友
中
に
知
る
人
あ
っ

て
代
価
を
聞
き
た
い
、
と
桂
窓
が
申
し
入
れ
て
き
た
。
桂
窓
は
、
篠
斎
へ
の
馬
琴
の
書
翰
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
、『
兔
園
小
説
』
に
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つ
い
て
は
、
出
府
の
折
、
馬
琴
宅
を
訪
ね
て
見
て
い
た
。
馬
琴
は
、「
白
石
叢
書
」
に
つ
い
て
、
実
に
稀
な
珍
書
、
三
二
巻
、
文
化
中
に

金
五
両
で
買
い
入
れ
、
年
々
校
訂
し
た
秘
蔵
第
一
の
愛
書
、
只
今
不
眼
で
読
め
な
い
の
で
、
金
七
、
八
両
な
ら
ば
売
っ
て
も
よ
い
が
、
金

子
急
用
で
も
な
い
、
官
府
の
秘
事
な
ど
多
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
御
家
人
の
心
得
に
な
り
家
に
残
し
て
置
き
た
い
け
れ
ど
も
、
孫
の
太

郎
の
本
性
、
行
末
わ
か
ら
な
い
、
賢
か
ら
賢
に
伝
え
て
仁
志
の
端
と
も
な
れ
ば
と
思
う
、
宜
し
く
先
様
へ
伝
え
て
も
ら
い
た
い
、
と
頼
ん

だ
。『
兔
園
小
説
』
に
つ
い
て
は
、
社
中
の
写
本
三
、
四
本
あ
ろ
う
、
一
〇
冊
の
も
の
、
小
子
独
撰
の
続
編
八
冊
、
計
一
八
冊
あ
っ
て
社

中
に
類
本
な
い
、
故
琴
嶺
自
筆
の
書
画
あ
る
の
で
、
孫
に
残
し
伝
え
た
い
、
た
と
え
一
〇
〇
金
で
も
放
し
難
い
、
愚
媳
存
生
中
に
売
ら
な

い
よ
う
申
し
聞
か
す
、
と
伝
え
た
。

　
閏
一
月
九
日
、
馬
琴
は
、
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
で
、『
忠
臣
絵
伝
抄
』
代
金
一
両
一
分
、「
白
石
叢
書
」
代
金
八
両
三
分
、
計
一
〇
両

な
ら
ば
思
い
切
っ
売
ろ
う
か
と
思
う
、
と
伝
え
た
。
桂
窓
か
ら
は
高
料
の
故
か
返
事
が
な
い
、
長
谷
川
氏
も
相
談
で
き
な
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
貴
君
、
桂
窓
子
、
長
谷
川
氏
の
何
れ
の
方
、
小
子
身
後
に
太
郎
母
に
申
し
入
れ
ら
れ
ゝ
ば
元
直
段
で
御
手
に
入
る
よ

う
申
し
示
し
て
お
く
、
何
れ
の
方
か
の
御
蔵
書
に
な
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
る
、
小
子
存
命
中
に
急
に
沽
却
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
、
御
懇
友
に
御
世
話
を
し
て
も
ら
い
た
く
、「
白
石
叢
書
惣
目
録
」
の
あ
る
一
の
巻
、
二
の
巻
の
二
巻
を
、『
忠
臣
絵
伝
抄
』
と
一
緒
に

送
本
す
る
、
御
申
越
の
「
義
士
伝
」
と
い
う
の
は
『
赤
城
義
士
伝
』
の
こ
と
で
は
な
い
か
、
片
岡
氏
の
著
述
全
一
五
巻
、
十
五
巻
目
に
赤

穂
義
士
の
小
像
が
あ
る
、
小
子
所
蔵
の
一
の
巻
、
十
五
の
巻
も
封
入
し
て
一
緒
に
送
る
、
金
一
〇
両
で
買
い
入
れ
る
方
な
け
れ
ば
、「
白

石
叢
書
」
の
二
巻
、『
忠
臣
絵
伝
抄
』
の
五
冊
、『
赤
城
義
士
伝
』
の
二
巻
を
一
緒
に
返
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
申
し
入
れ
て
、『
傾
城
水

滸
伝
』
稿
本
初
編
下
帙
四
冊
、『
青
砥
石
文
』
稿
本
四
之
巻
一
冊
と
も
、
二
包
に
し
て
、
飛
脚
問
屋
島
屋
佐
右
衛
門
方
へ
、
並
便
を
も
っ

て
送
る
よ
う
届
け
さ
せ
た
。

　
馬
琴
は
、
金
子
急
用
な
い
と
云
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
故
琴
嶺
七
回
忌
な
ど
の
仏
事
の
入
用
に
あ
て
る
た
め
、「
白
石
叢
書
」『
忠
臣
絵
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伝
抄
』
を
、
是
非
な
く
手
放
す
こ
と
と
し
た
。
三
月
朔
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
に
、
両
書
を
金
八
両
で
売
り
た
い
、
望
む
人
な
け
れ

ば
、「
白
石
叢
書
」
代
金
六
両
一
分
、『
絵
伝
抄
』
代
金
一
両
一
分
、
計
金
七
両
二
分
ま
で
な
ら
ば
手
放
す
、
長
谷
川
氏
へ
御
取
持
願
い
た

い
、
二
本
と
も
お
し
く
る
め
て
売
り
た
い
、『
絵
伝
抄
』
の
み
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
見
合
わ
す
、
四
月
中
に
金
子
入
手
し
た
い
、
蔵
宿

の
借
財
を
追
々
済
し
て
き
た
の
で
、
金
二
五
両
位
借
用
で
き
よ
う
が
、
小
子
身
後
に
借
財
を
譲
っ
て
は
暮
ら
し
の
障
り
に
な
る
、
そ
こ
で

愛
書
を
手
放
す
仕
合
、
恥
を
し
の
ん
で
御
相
談
す
る
、
と
認
め
て
頼
ん
だ
。

　
四
月
十
九
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
に
よ
れ
ば
、
篠
斎
が
長
谷
川
六
有
へ
取
り
持
ち
、
六
有
が
、「
白
石
惣
目
録
」
に
み
え
る
も
の

を
所
蔵
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、「
白
石
叢
書
」
全
本
だ
か
ら
、『
絵
伝
抄
』
と
も
、
金
七
両
二
分
で
買
い
取
る
こ
と
と
し
た
。
篠
斎
が
、
大

伝
馬
丁
店
の
文
右
衛
門
か
ら
金
子
を
受
け
取
る
よ
う
、
馬
琴
へ
為
替
を
送
っ
て
き
た
。
馬
琴
は
、
千
謝
万
謝
寸
楮
に
尽
し
が
た
い
、
と
御

礼
を
書
き
、
十
九
日
金
子
受
取
の
書
付
も
送
り
、「
白
石
叢
書
」
三
の
巻
よ
り
終
ま
で
、
並
便
を
も
っ
て
送
る
よ
う
、
飛
脚
問
屋
島
屋
佐

右
衛
門
方
へ
届
け
さ
せ
た
。

　
翌
年
、
天
保
十
三
年
八
月
六
日
、
馬
琴
は
、
篠
斎
へ
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
を
送
り
、『
正
字
通
』『
本
草
綱
目
』『
水
滸
四
伝
全
書
』『
通
徳
類

情
』『
崇
正
通
書
』『
遺
老
物
語
』『
増
補
江
戸
志
』、
朱
注
の
五
経
、
小
子
手
入
の
『
老
子
』『
荘
子
』、『
少
微
通
鑑
』『
宋
元
通
鑑
』
な
ど
、

書
肆
へ
売
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
、
珍
書
奇
書
の
略
目
録
、
代
価
を
別
紙
に
書
い
て
送
る
、
自
作
の
読
本
一
〇
〇
巻
、
草
双
紙
合
巻
、

柳

大
小
三
つ
、
蓋
で
き
な
い
ほ
ど
あ
り
、
蔵
書
一
〇
余
箱
に
あ
る
、
小
子
不
眼
、
孫
の
太
郎
読
書
大
嫌
い
、
当
年
よ
り
渡
世
失
な
っ

て
財
用
続
か
な
い
、
太
郎
日
光
御
供
の
散
財
あ
り
、
蔵
書
を
近
日
岡
田
屋
を
呼
ん
で
沽
却
し
よ
う
と
思
う
、
と
書
き
送
っ
た
。
八
月
二
十

六
日
頃
、
馬
琴
は
、
篠
斎
へ
書
画
名
、
代
価
を
記
し
た
覚（（（
（

（
代
筆
）
を
送
っ
た
。『
諸
鳥
写
真
極
彩
色
大
絵
巻
』
六
巻
、
桐
二
重
箱
入
、

『
飼
籠
鳥
』
一
〇
巻
、
書
画
と
も
に
代
金
一
〇
両
、『
事
迹
合
考
』
五
巻
、
代
金
一
両
、『
読
史
余
論
』
著
作
堂
校
訂
全
本
七
冊
、
代
金
一

両
一
分
、『
廃
絶
録
』
大
冊
一
巻
、
代
金
一
両
、『
慶
長
日
記
』
五
巻
、
代
金
三
両
二
分
、『
北
条
分
限
帳
』
大
一
巻
、
代
金
三
分
二
朱
、
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『
新
野
問
答
』
合
本
二
巻
、
代
金
一
分
二
朱
、『
慶
長
年
録
』
三
巻
、『
元
和
年
録
』
一
巻
、『
寛
永
年
録
』
三
巻
、
一
部
七
巻
代
金
五
両
二

分
、『
慶
長
年
中
記
』
一
巻
、
代
金
二
朱
、『
近
聞
寓
筆
』『
漂
流
紀
事
』『
平
賀
鳩
渓
火
流
布
攷
』
合
本
一
冊
、
代
金
一
分
、『
禹
鑿
堂
漫

録
』
五
巻
、
代
金
一
両
一
分
、『
歴
朝
日
本
国
伝
』
一
巻
、
代
金
三
朱
、『
薪
の
け
ぶ
り
』
三
巻
、
代
金
二
分
、『
臥
雲
日
件
録
』、
代
金
二

分
、『
跡
な
し
草
紙
』
二
冊
、
代
金
二
分
、『
銅
柱
余
談
』
四
冊
（
大
奇
書
）、
代
金
一
両
一
分
、「
諸
鳥
写
真
極
彩
色
大
絵
巻
」
は
、
種
々

の
奇
鳥
が
あ
り
、
鳥
の
写
真
を
尽
す
も
の
、『
飼
籠
鳥
』
は
、
和
漢
の
古
書
を
引
用
し
て
詳
し
く
注
し
て
お
り
、
諸
鳥
の
出
所
を
詳
し
く

知
る
こ
と
が
で
き
る
最
上
の
も
の
、『
廃
絶
録
』
は
、
林
羅
山
の
『
廃
絶
録
』
と
は
別
本
、
慶
長
以
来
国
を
除
か
れ
た
諸
大
名
を
録
す
も

の
、
と
説
明
を
加
え
、
若
望
む
人
あ
っ
て
見
た
い
と
い
う
の
で
あ
れ
は
、
見
せ
本
を
一
、
二
冊
ず
つ
差
し
出
す
、
心
な
き
人
に
は
秘
し
て

も
ら
い
た
い
、
と
申
し
入
れ
た
。

　
前
年
、
天
保
十
二
年
三
月
三
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
へ
愛
書
大
秘
書
を
売
ろ
う
か
と
思
う
が
未
だ
決
め
か
ね
て
い
る
、
そ
の
書
と
い
う
の

は
、『
慶
長
日
記
』『
異
本
慶
長
日
記
』『
慶
長
年
録
』『
元
和
年
録
』『
寛
永
年
録
』『
廃
絶
録
』
な
ど
、
官
府
と
林
家
の
ほ
か
に
な
い
稀
書
、

小
子
不
眼
、
見
る
こ
と
で
き
な
い
、
珍
書
を
好
む
黄
金
家
で
な
け
れ
ば
相
談
も
整
わ
な
い
、
子
孫
に
貽
そ
う
か
と
思
う
、
猶
惜
し
く
思
う
、

と
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
に
認
め
て
送
っ
て
い
た
。

　
天
保
十
三
年
九
月
二
十
八
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
に
よ
れ
ば
、
篠
斎
は
、
桂
窓
に
馬
琴
蔵
書
の
古
草
双
紙
と
秘
書
の
こ
と
を
伝
え

て
相
談
し
て
い
た
。
篠
斎
が
草
双
紙
四
〇
余
部
を
買
い
取
っ
て
、
同
好
へ
分
け
て
い
た
。
桂
窓
が
、
桂
窓
の
懇
友
、
津
の
川
喜
田
氏
へ
秘

書
に
つ
い
て
伝
え
、
か
ね
て
望
ん
で
い
た
の
で
買
い
取
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
馬
琴
は
、
愚
意
と
は
相
違
す
る
け
れ
ど
も
、
桂
窓
子
の
懇
友

で
あ
れ
ば
よ
い
か
、
う
か
と
人
に
渡
し
が
た
い
、
篤
実
家
で
あ
れ
ば
差
支
え
な
い
か
、
桂
窓
子
が
買
い
入
れ
て
川
喜
田
氏
へ
売
り
、
小
子

方
か
ら
出
た
こ
と
を
秘
し
て
も
ら
え
ば
安
心
で
あ
ろ
う
、
桂
窓
子
が
そ
れ
を
承
知
し
て
取
り
斗
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
差
し
出
す
、

と
篠
斎
へ
申
し
入
れ
た
。
和
漢
の
板
本
の
み
数
十
部
を
岡
田
屋
へ
沽
却
し
た
。
代
価
は
僅
か
金
二
〇
両
一
分
二
朱
を
得
た
に
す
ぎ
な
い
、
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昔
年
金
二
両
一
分
で
買
い
入
れ
た
『
水
滸
四
伝
全
書
』
が
金
三
分
、
金
二
両
一
分
で
あ
っ
た
『
通
徳
類
情
』
一
帙
が
金
一
分
二
朱
、
元
直

段
金
一
両
一
分
で
あ
っ
た
『
崇
正
通
書
』
一
帙
が
銀
一
〇
匁
、
あ
ま
り
の
こ
と
、
当
時
唐
本
と
方
位
の
書
が
す
た
っ
て
買
入
な
い
た
め
と

い
う
、
小
子
見
る
こ
と
で
き
ず
、
実
に
反
故
同
様
、
好
み
の
人
の
宝
に
な
れ
ば
、
仁
の
端
に
も
な
る
、
類
焼
し
た
と
思
え
ば
悔
な
し
、
と

思
い
か
え
し
て
岡
田
屋
へ
沽
却
し
た
、
小
子
五
〇
年
苦
心
の
蔵
書
、
不
本
意
の
至
り
、
恥
じ
入
る
仕
合
、
と
も
書
き
送
っ
た
。『
禽
鏡
』、

高
料
の
品
、
長
谷
川
氏
が
一
巻
見
た
い
由
、
大
巻
故
、
道
中
の
損
傷
斗
り
が
た
い
、
箱
を
堅
固
に
し
て
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
に
費

用
が
懸
る
の
で
延
引
す
る
、「
水
滸
絵
巻
」
の
価
を
聞
か
れ
た
い
由
、
写
本
料
、
裱
褙
料
、
箱
と
も
に
金
三
分
二
朱
ほ
ど
費
し
た
と
覚
え

て
い
る
、
奥
書
「
水
滸
隠
秘
解
」
が
金
五
〇
〇
疋
位
、
合
わ
せ
て
金
二
両
余
な
ら
ば
売
る
、
強
い
て
沽
却
し
な
い
、
長
編
の
愚
筆
ほ
か
に

な
く
家
に
遺
し
た
方
が
よ
い
と
も
思
う
、
宜
し
く
御
勘
考
願
い
た
い
、
と
申
し
送
っ
た
。
篠
斎
が
注
文
し
た
書
名
・
代
金
を
記
し
、
今
便
、

並
便
で
飛
脚
へ
出
す
、
と
伝
え
て
い
る
。
そ
の
篠
斎
注
文
の
書
と
代
金
は
、
古
草
紙
四
〇
余
部
と
「
泰
字
秘
書
」
一
巻
、
代
金
一
両
一
分
、

『
銅
柱
余
談
』
四
巻
、
代
金
一
両
一
分
、『
あ
と
な
し
物
語
』
二
巻
、
金
二
分
、『
近
聞
寓
筆
』『
漂
流
紀
事
』『
平
賀
鳩
渓
火
浣
布
攷
』
合

本
一
巻
、
金
一
分
、『
歴
朝
日
本
国
伝
』
一
巻
、
金
三
朱
、『
禹
鑿
堂
漫
録
』
金
一
両
一
分
、
五
巻
の
内
見
せ
本
一
巻
、
で
あ
っ
た
。『
あ

と
な
し
物
語
』
に
つ
い
て
、
高
料
と
思
召
さ
れ
よ
う
が
、
作
者
の
原
本
、
価
を
厭
わ
ず
買
い
入
れ
て
秘
蔵
し
た
も
の
、
思
召
に
叶
わ
な
け

れ
ば
返
さ
れ
て
も
よ
い
、『
歴
朝
日
本
国
伝
』
に
つ
い
て
、
二
十
一
史
の
抄
録
、
稀
書
、
小
子
重
宝
し
た
愛
書
、
金
一
分
二
朱
位
の
も
の
、

黙
老
へ
申
し
入
れ
ゝ
ば
買
い
入
れ
る
と
思
う
、
御
意
に
入
ら
な
け
れ
ば
返
さ
れ
て
も
よ
い
、『
禹
鑿
堂
漫
録
』
に
つ
い
て
、
小
子
年
来
の

愛
書
、
誰
に
も
見
せ
て
い
な
い
、
紀
州
の
学
士
某
弥
学
の
随
筆
、
一
〇
余
年
前
、
友
人
文
宝
亭
（
獨
山
人
）
の
紹
介
で
、
小
子
へ
序
文
と

校
訂
を
乞
う
た
け
れ
ど
も
、
潤
筆
差
支
あ
っ
て
破
談
、
原
本
催
促
さ
れ
、
一
〇
日
ば
か
り
の
内
に
一
巻
金
一
分
の
筆
料
で
一
筆
に
写
し
取

ら
せ
、
原
本
を
返
し
た
、
下
谷
御
徒
歩
衆
走
書
の
名
人
が
上
手
に
写
し
た
も
の
、
金
一
両
一
分
は
写
本
筆
料
の
み
、
近
頃
見
た
随
第
第
一

の
好
書
、
仰
せ
に
任
せ
て
見
せ
本
一
巻
を
差
し
出
す
、
と
伝
え
た
。
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二
十
九
日
、
馬
琴
は
、
篠
斎
宛
別
紙（（（
（

（
代
筆
）
で
、
書
名
を
記
し
、
今
日
並
便
を
も
っ
て
出
す
よ
う
飛
脚
問
屋
へ
出
し
た
と
伝
え
、

「
白
石
手
簡
」『
古
史
通
或
問
』、
春
海
の
『
読
記
小
識
』
な
ど
も
あ
る
、
思
召
あ
れ
ば
、
書
名
目
録
を
御
目
に
懸
け
る
、
と
申
し
入
れ
た
。

　
十
一
月
二
十
一
日
に
は
、『
禹
鑿
堂
漫
録
』
の
残
り
二
か
ら
五
ま
で
の
四
冊
を
、
並
便
を
も
っ
て
出
す
よ
う
飛
脚
問
屋
へ
届
け
た
旨
、

篠
斎
へ
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
で
知
ら
せ
た
。
二
十
五
日
、『
禹
鑿
堂
漫
録
』
五
冊
と
し
て
、
前
記
の
書
名
、
代
金
を
記
し
、
金
四
両
二
分
三
朱
、

そ
の
他
の
分
と
も
に
、
慥
に
受
け
取
っ
た
、
と
記
し
た
篠
斎
宛
覚（（（
（

（
代
筆
）
を
送
っ
た
。

　
篠
斎
は
、
紀
州
の
同
好
の
方
へ
古
草
紙
を
配
分
し
、
長
谷
川
六
有
と
桂
窓
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
入
用
の
書
を
渡
し
た
。
桂
窓
は
、『
跡
な
し

物
語
』『
歴
朝
日
本
国
伝
』
を
買
い
取
り
、『
泰
字
秘
書
』
を
引
き
取
っ
て
川
喜
田
氏
へ
譲
っ
た
。
篠
斎
は
、「
禽
鏡
絵
巻
」「
水
滸
絵
巻
」

を
望
む
人
な
い
か
心
懸
け
る
、
と
馬
琴
に
伝
え
た
。
馬
琴
は
、
十
一
月
二
十
六
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

で
、
そ
う
し
た
御
親
切
に
感
謝
し
、
さ

ら
な
る
御
労
煩
を
願
っ
た
。

（
三
）

　
そ
の
後
、
天
保
十
四
年
、
在
府
し
て
い
た
桂
窓
が
馬
琴
宅
を
訪
ね
た
。
馬
琴
は
、『
兔
園
小
説
』
全
二
〇
巻
合
本
一
四
冊
を
、
譲
っ
て

も
ら
い
た
い
と
願
っ
た
桂
窓
へ
、
金
五
両
で
譲
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
馬
琴
は
、
海
内
一
本
の
み
、
子
孫
に
伝
え
る
べ
き
書
、
惜
し
い
け

れ
ど
も
、
桂
窓
に
預
け
て
お
け
ば
手
前
に
あ
る
の
と
同
じ
、
と
思
っ
て
、
桂
窓
へ
望
む
か
ど
う
か
申
し
試
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
桂
窓
が
望

む
と
願
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
桂
窓
は
、
そ
の
内
の
二
、
三
冊
を
岡
田
屋
で
入
手
し
て
い
た
。
馬
琴
は
、
全
書
入
手
さ
れ
た
か
ら
、
そ
の
分

不
用
に
な
る
、
来
春
脚
賃
江
戸
払
で
送
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
桂
窓
に
頼
ん
だ
。
十
一
月
十
三
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
の
使
か
ら
代
金
五
両

を
受
け
取
り
、
そ
の
使
に
全
冊
渡
し
た（（（
（

。
桂
窓
は
、
十
一
月
二
十
六
日
に
出
府
し
、
十
二
月
五
日
に
松
坂
へ
帰
着
し
、
馬
琴
の
申
し
入
れ

に
応
じ
て
、『
兔
園
別
集
』
三
巻
合
本
一
冊
を
馬
琴
へ
送
っ
た（（（
（

。
馬
琴
は
、
不
眼
な
が
ら
、
お
み
ち
に
問
い
な
が
ら
数
十
日
か
け
て
過
半
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校
訂
し
て
秘
蔵
し
た（（（
（

。

　
天
保
十
五
年
（
弘
化
元
）
十
月
六
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
に
、
馬
琴
は
、
当
夏
曝
書
の
折
、
お
み
ち
が
『
東
韃
紀
行
』
分
巻
二
冊
を

見
出
し
た
、
大
秘
書
、
間
宮
林
蔵
の
東
韃
会
所
独
行
の
聞
書
、
絵
図
な
い
、
実
に
珍
奇
の
秘
書
、
一
〇
余
年
前
、
価
を
惜
し
ま
ず
買
い
入

れ
忘
れ
て
い
た
、
ほ
か
に
松
前
駒
ヶ
岳
大
図
一
幅
あ
る
、
こ
の
二
部
を
金
三
分
で
売
り
た
い
、
崋
山
一
件
、
長
英
牢
脱
の
風
聞
あ
っ
て
、

心
知
る
人
で
な
け
れ
ば
売
り
渡
せ
な
い
、
思
召
あ
れ
ば
後
便
で
申
し
越
し
て
も
ら
た
い
、
と
認
め
て
送
っ
た
。

　
翌
年
、
弘
化
二
年
一
月
六
日
、
馬
琴
は
、
篠
斎
へ
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
を
送
り
、
去
夏
中
曝
書
の
折
、
お
み
ち
が
『
東
韃
紀
行
』
を
見
出
し

た
、
大
秘
の
珍
書
、
深
く
納
め
置
い
て
忘
れ
て
い
た
、
間
宮
林
蔵
一
人
、
水
路
を
東
韃
へ
行
っ
た
紀
行
、『
銅
柱
余
談
』
の
前
編
、
御
汲

引
で
長
谷
川
六
有
へ
沽
却
し
た
い
か
ら
、
六
有
が
望
む
か
ど
う
か
、
承
り
た
い
、
松
前
駒
ヶ
岳
の
図
大
空
武
左
衛
門
肖
像
大
幅
一
幅
、
こ

の
三
種
で
、
金
三
分
二
朱
で
譲
り
た
い
、
御
面
会
の
節
に
話
し
て
も
ら
い
た
い
、
見
た
上
で
と
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
飛
脚
へ
出
す
、
御
労

煩
恐
れ
入
る
、
と
頼
ん
だ
。

　
同
日
、
桂
窓
に
『
東
韃
紀
行
』
の
こ
と
、
先
年
長
谷
川
六
有
へ
話
す
よ
う
頼
ん
だ
こ
と
、
小
子
老
耄
の
至
り
、
忘
れ
て
い
た
、
汗
顔
仕

っ
た
、
と
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
に
書
い
た
。
そ
の
後
に
つ
い
て
は
未
詳
。

二
　
売
却
の
理
由
と
心
情

　
天
保
七
年
夏
、
馬
琴
は
、
嫡
孫
の
太
郎
（
興
邦
）
の
た
め
に
御
持
筒
同
心
の
株
を
買
う
こ
と
と
し
た（（（
（

。
代
金
一
三
五
両
で
あ
っ
た
。
御

持
筒
同
心
小
屋
頭
へ
封
金
（
内
金
）
三
〇
両
を
渡
し
て
手
続
を
依
頼
し
た
。
馬
琴
は
、
嚢
中
に
金
六
両
し
か
な
く
、
丁
子
屋
平
兵
衛
、
和

泉
屋
市
兵
衛
か
ら
金
三
〇
両
を
借
用
し
て
、
そ
の
封
金
に
充
て
た
。
太
郎
が
成
長
す
る
ま
で
、
遠
縁
の
喜
助
を
滝
沢
二
郎
と
改
名
さ
せ
て
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番
代
に
立
て
、
九
月
、
遠
縁
番
代
願
の
伺
書
を
御
持
筒
頭
へ
提
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
馬
琴
は
、
急
用
の
金
子
を
調
達
す
る
た
め
、
蔵
書

を
売
却
し
よ
う
と
丁
子
屋
平
兵
衛
に
相
談
し
た
。
平
兵
衛
は
、
大
量
の
書
で
あ
る
か
ら
市
に
出
し
て
糴
糶
と
す
れ
ば
便
宜
で
あ
る
と
す
ゝ

め
た
。

　
馬
琴
は
、
宗
伯
（
興
継
）
が
幼
生
の
頃
、
将
軍
家
の
御
家
人
の
与
力
と
し
て
、
扶
持
を
拠
り
所
と
す
る
滝
沢
嫡
家
を
再
興
し
よ
う
と
し

た
が
、
一
千
金
も
要
す
る
の
で
断
念
し
、
医
師
と
成
し
て
松
前
藩
の
扶
持
を
受
け
さ
せ
た
、
そ
の
跡
の
太
郎
を
御
持
筒
同
心
と
成
し
て
、

扶
持
を
受
け
さ
せ
、
嫡
家
永
続
を
希
求
し
た
。
宗
伯
生
前
中
、
読
書
は
吾
身
一
人
の
娯
楽
、
吾
身
後
に
事
の
あ
る
時
に
は
、
蔵
書
を
売
っ

て
当
用
に
あ
て
る
よ
う
教
示
し
て
い
た
が
、
孫
の
た
め
に
愛
書
を
売
る
、
時
な
る
か
、
愛
惜
の
念
や
る
方
な
い
が
、
皆
天
也
時
也
、
と
心

を
決
し
た
。

　
馬
琴
が
、
丁
子
屋
平
兵
衛
の
す
ゝ
め
で
、
古
稀
算
賀
の
書
画
会
を
興
行（（（
（

し
た
の
も
、
賤
術
と
し
な
が
ら
も
、
急
用
の
金
子
調
達
の
た
め

で
あ
っ
た
。
馬
琴
は
、
書
画
会
を
商
量
し
た
丁
子
屋
平
兵
衛
・
和
泉
屋
市
兵
衛
か
ら
借
用
し
た
小
屋
頭
へ
の
封
金
の
金
三
〇
両
を
、
書
画

会
の
益
金
を
も
っ
て
返
済
し
た
。

　
馬
琴
は
、
神
田
の
家
を
地
主
杉
浦
清
太
郎
へ
金
四
二
両
二
分
で
売
却
し
、
書
画
会
の
益
金
、
蔵
書
の
売
却
代
金
と
合
わ
せ
て
、
金
一
八

〇
、
九
〇
両
を
調
達
し
、
十
一
月
、
番
代
の
所
要
金
一
三
五
両
、
媒
人
へ
の
謝
礼
金
五
両
、
御
持
筒
組
へ
の
披
露
金
二
両
二
分
、
竹
木
代

金
二
両
二
分
、
そ
の
他
の
費
用
金
五
、
六
両
、
計
金
一
五
〇
余
両
、
四
谷
信
濃
殿
丁
千
日
谷
上
の
拝
領
屋
敷
の
破
屋
修
復
な
ど
に
金
七
五
、

六
両
を
要
し
、
計
金
二
二
〇
余
両
を
費
し
た（（（
（

。

　
馬
琴
は
、
蔵
書
家
と
し
て
著
名
な
山
本
北
山
、
太
田
南
畝
、
北
川
真
顔
、
死
し
て
墳
墓
の
壌
ま
だ
乾
か
な
い
頃
に
、
そ
の
子
、
そ
の
孫
、

親
戚
が
、
そ
の
蔵
書
を
売
っ
て
旧
借
を
返
済
し
、
或
は
、
酒
色
の
欲
に
ふ
け
っ
た
り
し
て
、
一
本
も
残
さ
な
い
の
を
知
り
、
吾
、
一
世
に

集
め
て
一
世
に
失
う
、
孫
た
ち
の
益
の
た
め
、
蔵
書
売
却
で
得
た
金
子
を
そ
れ
に
充
て
よ
う
、
と
考
え
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
や
む
を
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得
な
い
苦
計
で
、
非
常
に
恥
ず
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
後
に
、
太
郎
な
ど
が
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
『
吾
仏
乃
記（（（
（

』

に
記
し
た
。

　『
吾
仏
乃
記
』
に
記
し
た
市
で
の
売
却
益
金
は
、
前
記
の
よ
う
に
順
調
に
は
受
け
取
れ
ず
、
十
月
、
桂
窓
に
借
用
を
頼
み
、
ま
た
、
蔵

書
を
買
い
取
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
金
子
調
達
の
苦
心
を
続
け
た
。
株
の
代
価
残
り
金
九
〇
両
、
頽
破
の
家
の
修
復
の
金
子
を
急
い
で
用
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
桂
窓
に
伝
え
て
頼
ん
だ
。
つ
い
で
、
十
一
月
、
林
宇
太
夫
を
取
次
と
し
て
、
宇
太
夫
の
妹
、
御
用
老
女
藤
浦

を
も
っ
て
、
長
府
貞
操
院
宮
様
へ
も
御
所
望
の
も
の
を
売
り
渡
し
た
。

　
そ
の
間
、
十
月
、
馬
琴
は
、
篠
斎
へ
書
翰
を
送
り
、
御
持
筒
同
心
株
の
こ
と
、
小
屋
頭
へ
の
伺
書
、
願
書
差
出
の
こ
と
、
口
入
人
へ
の

謝
礼
、
仲
間
入
諸
入
用
な
ど
に
金
二
〇
両
近
く
出
金
し
た
こ
と
、
拝
領
屋
敷
修
復
の
こ
と
、
そ
れ
ら
金
二
〇
〇
余
金
入
用
の
こ
と
、
内
金

三
〇
両
賀
会
の
手
取
金
を
あ
て
、
金
五
〇
両
を
神
田
の
家
を
地
主
へ
売
っ
て
調
え
て
、
金
八
〇
両
を
用
意
し
、
そ
の
余
を
蔵
書
を
売
っ
て

調
達
す
る
こ
と
と
し
て
、
市
へ
凡
そ
三
八
、
九
箱
の
和
漢
書
籍
七
〇
〇
余
部
を
出
し
て
売
っ
た
こ
と
、
金
銭
融
通
悪
く
、
僅
か
に
市
親
か

ら
金
二
〇
両
を
受
け
取
り
、
桂
窓
子
に
頼
ん
で
金
一
〇
両
ば
か
り
買
い
取
っ
て
も
ら
い
、
石
川
畳
翠
に
も
金
一
〇
両
ほ
ど
調
え
て
も
ら
っ

て
、
そ
の
折
の
難
渋
を
し
の
い
だ
こ
と
、
な
ど
を
書
い
た
。
壮
年
よ
り
衣
食
を
省
い
て
買
い
入
れ
た
蔵
書
を
、
嫡
孫
母
子
の
為
と
は
い
え
、

一
時
に
沽
却
し
た
心
の
痛
み
は
、
去
夏
琴
嶺
死
去
の
痛
み
と
同
じ
で
あ
る
、
野
生
没
後
、
見
る
者
い
な
い
、
近
火
で
烏
有
に
な
っ
た
と
思

え
ば
、
惜
し
く
は
な
い
と
心
を
取
り
直
し
、
珍
書
類
も
多
く
沽
却
し
た
、
と
心
境
を
吐
露
し
た
。
ま
た
、
の
ち
に
『
吾
仏
乃
記
』
に
記
し

た
よ
う
に
、
南
畝
、
真
顔
な
ど
を
引
合
に
出
し
て
、
書
を
好
ん
で
あ
つ
め
た
人
が
、
生
前
に
沽
却
で
き
な
い
こ
と
故
あ
る
か
な
、
と
今
更

な
が
ら
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
死
後
間
も
な
く
、
そ
の
書
が
散
乱
し
た
、
野
生
、
そ
の
前
轍
に
鑑
み
て
、
生
前
に
書
を
売
り
嫡
孫
の
衣
食

の
料
に
し
た
、
と
も
書
い
た（（（
（

。

　
天
保
八
年
四
月
、
鈴
木
牧
之
へ
も
、
蜀
山
人
、
真
顔
に
加
え
て
、
矢
筈
毛
利
殿
（
五
万
石
）、
大
沢
殿
（
四
千
石
）
な
ど
、
蔵
書
家
と
し
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て
聞
え
た
大
名
、
旗
本
衆
が
卒
去
の
後
、
後
嗣
の
君
が
好
ま
ず
、
皆
売
払
っ
て
し
ま
っ
た
、、
予
の
蔵
書
も
、
死
後
埒
も
な
く
分
散
し
て

子
孫
の
為
に
な
ら
な
く
な
る
、
存
命
の
今
、
沽
却
し
て
子
孫
の
為
に
し
よ
う
と
思
い
決
め
た
、
近
火
で
一
時
に
焼
亡
し
た
と
思
え
ば
、
失

う
の
も
そ
れ
ま
で
の
定
数
、
と
書
き
送
っ
た（（（
（

。

　
馬
琴
は
、
市
に
出
し
て
廉
価
に
買
い
取
ら
れ
た
と
の
思
い
を
深
く
し
て
い
た
。
価
の
高
下
を
論
ず
る
こ
と
、
文
人
と
し
て
恥
ず
べ
き
こ

と
な
が
ら
、
奇
書
珍
書
な
ど
よ
く
知
る
も
の
が
い
な
い
、
良
馬
あ
っ
て
も
伯
楽
が
い
な
い
よ
う
な
も
の
、
と
嘆
息
し
た
。
の
ち
に
、『
吾

仏
乃
記（（（
（

』
に
、
丁
子
屋
平
兵
衛
一
人
に
任
せ
た
こ
と
、
思
慮
不
足
、
岡
田
屋
嘉
七
な
ど
然
る
べ
き
書
肆
に
見
せ
て
、
そ
の
価
を
聞
け
ば
、

甚
だ
し
い
損
失
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
急
ぎ
す
ぎ
た
こ
と
後
悔
す
る
、
し
か
し
、
是
も
ま
た
時
な
る
べ
し
、
と
記
し
た
。

　
十
一
月
、
馬
琴
は
、
林
宇
太
夫
宛
の
書
翰（（（
（

に
、
古
稀
算
賀
書
画
会
の
こ
と
、
嫡
孫
の
た
め
小
禄
の
御
家
人
株
を
買
い
求
め
、
孫
の
成
長

す
る
ま
で
遠
縁
の
者
を
故
琴
嶺
の
仮
養
子
と
し
て
勤
め
さ
せ
た
こ
と
、
そ
の
拝
領
屋
敷
を
造
り
直
さ
な
け
れ
ば
住
め
な
い
の
で
、
そ
の
普

請
入
用
の
た
め
、
長
府
貞
操
院
宮
様
御
所
望
の
旧
作
を
差
し
出
す
、
再
び
得
る
こ
と
で
き
な
い
も
の
、
近
火
で
焼
失
し
た
と
諦
め
れ
ば
、

と
思
い
な
が
ら
も
、
何
と
も
な
く
惜
し
ま
れ
る
、
老
の
く
り
ご
と
御
憐
察
下
さ
い
、
と
書
い
た
。

　
翌
年
、
天
保
八
年
二
月
に
も
、
林
宇
太
夫
宛
の
追
啓（（（
（

に
、
琴
嶺
の
跡
、
断
絶
に
及
ぶ
こ
と
嘆
か
わ
し
く
、
且
、
先
祖
へ
不
孝
、
家
の
動

か
な
い
よ
う
に
し
た
く
一
株
を
も
と
め
た
、
七
旬
に
及
ん
で
家
を
作
る
こ
と
、
一
身
の
為
で
は
な
く
、
子
孫
の
た
め
の
み
の
こ
と
、
若
い

時
よ
り
力
及
ば
ず
、
余
命
お
ぼ
つ
か
な
く
、
心
あ
わ
た
ゞ
し
く
、
聊
も
奢
る
為
に
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
、
一
昨
年
琴
嶺
に
先
立
た
れ
、

去
年
秘
蔵
の
蔵
書
を
売
り
払
い
、
世
の
友
を
失
い
、
一
向
に
楽
し
み
も
な
く
、
余
命
を
送
っ
て
い
る
、
お
察
し
下
さ
い
、
と
書
き
、
聊
の

品
な
が
ら
宮
様
が
御
慰
み
に
な
さ
れ
ら
れ
ゝ
ば
、
本
望
の
仕
合
、
と
も
書
い
た
。

　
同
じ
二
月
、
馬
琴
は
、
桂
窓
宛
書
翰（（（
（

で
、『
日
本
国
郡
分
界
図
』
を
、
財
用
窮
乏
の
た
め
沽
却
し
よ
う
と
思
う
、
こ
の
よ
う
な
珍
書
を
、

書
肆
へ
渡
せ
ば
、
廉
価
と
な
り
、
且
、
何
人
の
手
に
落
ち
る
か
わ
か
ら
な
い
、
せ
め
て
知
音
の
友
の
所
蔵
と
な
れ
ば
、
嘆
き
の
中
の
よ
ろ
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こ
び
と
も
思
う
、
と
申
し
送
っ
た
。

　
三
月
、
馬
琴
は
、
林
宇
太
夫
へ
、
一
生
涯
に
同
好
知
音
の
友
と
い
う
の
は
稀
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
宮
様
、
妹
様
、
御
同
好
知
音
に
も
近

い
方
と
存
ず
る
、
と
伝
え
て
い
る（（（
（

。

　
馬
琴
は
、
天
保
八
年
の
春
か
ら
、
老
孤
眼
格
別
に
衰
え
、
夜
分
に
は
手
紙
す
ら
書
け
な
く
な
っ
た
、
と
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
書
い
た
。

『
吾
仏
乃
記（（（
（

』
家
説
第
四
の
「
解
が
老
病
眼
諸
医
療
治
の
顛
末
」
に
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
天
保
四
年
の
秋
、
右
の
眼
が
見
え
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
て
、
加
え
て
左
の
眼
も
か
す
ん
で
、
細
字
を
書
く
こ
と
も
読
書
す
る
こ
と
も
不
如
意
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
散
財
多
く

戯
墨
の
筆
を
止
め
る
こ
と
で
き
ず
、
稿
本
を
一
一
行
に
書
け
な
く
て
、
六
行
、
或
は
五
行
に
手
撈
り
で
綴
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
天
保
十

一
年
冬
、
左
眼
、
い
よ
〳
〵
見
え
な
く
な
っ
て
、
お
み
ち
に
教
え
て
、
口
授
し
代
筆
さ
せ
た
。
翌
年
、
天
保
十
二
年
春
、
流
行
医
や
尾
張

藩
医
官
中
嶋
三
伯
の
治
療
を
受
け
た
が
、
効
な
く
、
天
保
十
三
年
夏
、
財
用
不
足
で
休
薬
し
た
。
少
壮
よ
り
筆
硯
読
書
の
た
め
に
眼
を
労

し
て
五
〇
余
年
、
好
む
と
こ
ろ
に
仆
る
、
悲
し
い
哉
、
と
記
し
た
。

　
天
保
九
年
六
月
二
十
八
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

に
詳
し
く
書
き
送
っ
た
。
三
月
頃
か
ら
老
孤
眼
が
か
す
ん
で
細
字
の
著
述
不
便
利
と
な
っ
た
。

四
月
中
、
長
崎
屋
で
め
が
ね
を
二
挺
（
金
一
両
二
分
）
買
っ
て
き
た
が
、
や
は
り
か
す
ん
で
見
え
な
い
、
五
〇
年
来
昼
夜
使
い
枯
ら
し
て

の
衰
え
と
思
う
、
庇
低
い
茅
屋
、
神
田
旧
宅
と
大
い
に
違
っ
て
う
す
暗
い
、
夕
方
、
ぼ
ん
ぼ
り
と
し
か
見
え
な
い
、
灯
火
で
は
大
字
も
読

め
な
い
、
暮
六
ツ
か
ら
臥
房
に
入
る
、
細
字
を
書
く
と
、
右
眼
の
痛
み
が
次
第
に
甚
し
く
な
っ
て
、
筆
を
捨
て
仰
臥
し
、
気
を
や
し
な
っ

て
、
又
筆
を
執
る
、
著
述
を
や
め
れ
ば
家
族
を
養
え
な
く
な
る
、
さ
ぐ
り
書
き
し
て
細
字
を
書
く
の
で
、
よ
く
て
一
日
に
半
丁
、
四
、
五

行
し
か
書
け
な
い
日
が
多
い
、
世
路
艱
難
、
御
憐
察
下
さ
い
、
と
書
い
た
。
な
お
、
一
昨
年
な
ご
り
な
く
蔵
書
を
沽
却
し
て
以
来
、
蔵
書

の
望
を
断
絶
し
た
、
と
も
書
い
た
。
桂
窓
へ
も
、
篠
斎
へ
の
書
翰
に
書
い
た
よ
う
に
、
見
え
な
い
右
眼
の
痛
み
、
著
述
不
如
意
、
終
日
で

半
丁
、
或
は
、
五
、
六
行
を
稿
し
、
渡
世
の
こ
と
故
、
宅
眷
を
養
う
よ
す
が
と
し
て
い
る
、
と
申
し
送
っ
た（（（
（

。
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翌
年
、
天
保
十
年
三
月
十
二
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

に
、
老
眼
、
当
春
い
よ
〳
〵
衰
え
、
眼
鏡
の
望
み
を
断
ち
、『
八
犬
伝
』
の
稿
本
、
罫

引
見
え
ず
、
細
字
の
筆
、
埒
明
か
ず
、
五
丁
、
三
丁
ず
つ
板
元
へ
渡
し
て
い
る
、
と
書
き
、
六
月
九
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

に
、
朦
朧
と
し
て

見
え
な
い
た
め
、
稿
本
、
板
下
写
本
校
閲
、
か
な
つ
け
な
ど
の
苦
心
を
め
ん
〳
〵
と
記
し
、
是
将
天
命
、
眼
力
の
衰
え
天
我
を
亡
す
、
嘆

く
べ
き
に
あ
ら
ず
、
と
書
き
送
っ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
馬
琴
に
難
題
が
生
じ
た
。
夏
五
月
、
娘
祐
の
夫
田
辺
久
右
衛
門
が
引
負
借
財
金
三
八
両
余
を
め
ぐ
っ
て
町
奉
行
所
へ
訴
え

ら
れ
た
。
馬
琴
は
、
そ
の
一
件
を
『
吾
仏
乃
記
』
家
説
第
三
の
「
田
辺
久
右
衞
門
が
余
殃
の
顛
末（（（
（

」
に
詳
し
く
記
し
た
。
飯
田
町
宅
の
清

右
衛
門
（
勝
茂
）
が
地
受
人
（
地
承
人
）
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
現
清
右
衛
門
（
正
次
）
と
お
祐
が
、
ま
ず
金
一
一
両
を
返
済
し
、
残
り
金

二
七
両
も
返
済
す
る
、
と
い
う
和
談
内
済
し
て
十
二
月
に
落
着
し
た
。
お
さ
き
が
馬
琴
へ
内
済
金
六
両
の
借
用
を
頼
ん
だ
。
馬
琴
は
、
金

六
両
を
お
さ
き
に
渡
し
た
。

　
馬
琴
は
、
八
月
十
二
日
頃
桂
窓
へ
書
翰（（（
（

を
送
り
、
現
清
右
衛
門
が
一
向
に
知
ら
な
い
こ
と
、
金
二
〇
余
金
を
出
し
て
散
財
し
た
、
借
財

し
て
は
身
後
に
難
儀
を
残
す
、
蔵
書
を
売
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
、
ま
た
、
来
年
、
嫡
孫
十
三
歳
に
な
る
、
人
並
よ
り
大
柄
、
来
年
御
番
入

を
願
出
し
た
い
、
追
々
老
衰
す
る
の
で
心
い
そ
ぐ
、
仮
番
代
の
二
郎
へ
身
分
片
付
の
手
当
金
、
組
仲
間
へ
の
金
子
、
衣
裳
こ
し
ら
え
な
ど
、

金
二
〇
両
も
才
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
事
情
を
伝
え
、
書
名
、
代
金
を
記
し
た
覚（（（
（

を
認
め
て
送
り
、
余
命
心
許
な
い
の
で
、
質
物

と
す
る
よ
り
沽
却
し
た
い
、
と
頼
ん
だ
。

　
天
保
十
一
年
一
月
八
日
、
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
、
劣
孫
十
三
歳
に
な
り
、
大
柄
で
十
五
歳
位
に
み
え
る
の
で
、
御
番
入
を
願
う
心
づ
も
り
、

野
生
追
々
老
衰
、
一
日
も
早
く
跡
を
固
め
た
く
、
仮
番
代
の
二
郎
へ
の
手
当
金
、
番
入
の
費
用
、
衣
服
な
ど
余
程
散
財
必
要
と
な
る
、
借

財
し
て
は
身
後
の
憂
を
残
す
、
是
非
な
く
愛
書
を
沽
却
し
た
、
黙
老
へ
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
義
侠
を
も
っ
て
、
金
一
五
、
六
両
を
前
金

と
し
て
渡
さ
れ
た
、
貴
翁
御
倹
約
中
、
御
相
談
し
な
か
っ
た
、
野
生
老
眼
ま
す
〳
〵
衰
え
、
読
書
を
楽
し
む
こ
と
で
き
ず
、
嫡
孫
読
書
の
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好
み
見
え
ず
、
同
好
の
友
人
の
所
蔵
に
な
れ
ば
、
せ
め
て
も
の
こ
と
ゝ
思
っ
て
沽
却
し
た
、
も
し
思
召
あ
れ
ば
奇
書
珍
書
の
書
名
を
お
目

に
か
け
る
、
ほ
か
に
方
位
撰
択
も
の
好
む
人
あ
れ
ば
媒
介
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
書
き
送
っ
た
。

　
金
子
調
達
の
必
要
な
こ
と
に
加
え
て
、
老
眼
の
衰
え
、
太
郎
が
読
書
し
な
い
こ
と
も
、
沽
却
の
理
由
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
二
月
九
日
、
馬
琴
は
、
何
分
不
眼
に
な
り
、
読
書
の
楽
を
失
っ
た
け
れ
ど
も
、
皆
目
見
え
な
い
の
で
な
い
か
ら
、
猶
愛
惜
の
痴
念
止
み

が
た
い
、
と
は
い
え
、
読
む
こ
と
難
し
い
か
ら
、
同
好
知
己
の
蔵
書
に
い
た
し
た
い
、
と
篠
斎
へ
書
翰（（（
（

を
認
め
て
出
し
た
。

　
六
月
六
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

を
代
筆
で
認
め
さ
せ
、
此
節
に
な
っ
て
、
大
字
も
読
め
ず
、
書
く
こ
と
も
字
の
上
に
字
を
重
ね
た
り
、
画
稿

も
出
来
か
ね
よ
う
に
な
っ
た
、
不
束
な
婦
人
（
お
み
ち
）
の
代
筆
を
も
っ
て
申
し
上
げ
た
、
と
書
き
送
っ
た
。
同
日
、
桂
窓
へ
も
、
同
様

の
こ
と
を
代
筆
を
も
っ
て
、
申
し
送
っ
た（（（
（

。

　
八
月
二
十
一
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
に
、
愛
書
の
『
読
史
余
論
』
を
篠
斎
の
媒
介
で
、
長
谷
川
六
有
に
売
り
渡
す
に
つ
い
て
、
何

分
財
用
せ
わ
し
い
折
、
承
っ
て
き
た
方
の
所
蔵
に
な
れ
ば
惜
し
く
な
い
、
と
書
い
た
。
七
月
下
旬
、
興
邦
の
番
代
願
伺
書
を
小
屋
頭
へ
出

し
て
手
続
を
進
め
て
も
ら
い
、
十
一
月
二
十
一
日
、
興
邦
番
入
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
馬
琴
は
、
先
祖
へ
の
孝
道
が
立
ち
、
琴
嶺
末
期
に

申
し
聞
か
せ
た
こ
と
を
果
し
、
嫡
家
の
家
督
を
定
め
て
安
心
し
た
、
興
邦
の
衣
裳
、
組
与
力
一
〇
軒
、
仲
間
五
五
軒
へ
の
挨
拶
、
二
郎
身

分
片
付
料
、
頼
み
ご
と
を
し
た
上
役
へ
の
礼
な
ど
、
多
く
の
散
財
を
し
た
、
手
許
に
残
し
て
き
た
自
作
旧
本
初
槢
本
、
自
作
稿
本
を
も
売

り
渡
し
た（（（
（

。

　
天
保
十
二
年
一
月
二
十
八
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
に
、
小
子
不
眼
、
読
書
で
き
ず
、
紙
魚
の
巣
に
す
る
の
も
惜
し
い
、
書
淫
の
小

子
、
追
々
売
り
尽
し
て
急
用
に
充
て
る
こ
と
、
天
命
の
し
か
ら
し
む
と
こ
ろ
、
と
認
め
た
。
同
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
に
、
太
郎
、

書
を
好
む
本
性
に
は
み
え
な
い
、
好
む
人
に
譲
っ
て
、
賢
を
も
っ
て
賢
に
伝
え
る
こ
と
仁
志
の
端
と
も
思
う
、
と
書
い
た
。

　
二
月
七
日
、
昨
年
十
月
か
ら
持
病
、
腰
立
た
な
く
な
っ
て
い
た
老
妻
が
飯
田
町
宅
で
死
去
し
、
葬
儀
費
用
の
三
分
二
、
墓
地
買
い
取
り
、
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墓
石
建
立
な
ど
の
財
用
も
多
く
、
五
月
に
は
琴
嶺
の
七
回
忌
、
九
月
に
は
妹
の
一
周
忌
と
散
財
続
く
の
で
、
金
一
四
、
五
両
も
か
ゝ
る
、

蔵
宿
の
借
財
も
追
々
済
し
て
き
た
の
で
、
金
二
五
両
位
を
借
用
で
き
る
け
れ
ど
も
、
身
後
に
借
財
を
ゆ
ず
っ
て
は
、
あ
と
暮
ら
し
の
障
に

な
る
、
と
て
篠
斎
へ
愛
書
を
売
る
、
四
月
中
に
金
子
を
手
に
入
れ
た
い
、
と
三
月
朔
日
の
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
で
篠
斎
へ
頼
ん
だ
。
三
月
三
日

の
桂
窓
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
に
も
、
興
邦
読
書
を
好
ま
な
い
こ
と
、
番
代
仰
せ
付
け
の
大
散
財
、
老
妻
死
去
に
と
も
な
う
散
財
に
つ
い
て
書

き
送
っ
た
。

　
四
月
十
九
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

（
代
筆
）
に
、
太
郎
は
学
問
を
強
い
て
は
寿
を
損
じ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
、
武
芸
を
習
わ
せ
る
よ
う
、
に
と

良
医
が
申
し
た
の
で
、
蔵
書
を
太
郎
へ
譲
る
こ
と
無
益
と
思
い
、
官
府
、
林
家
に
し
か
な
い
大
珍
書
も
手
放
し
た
、
と
認
め
た
。

　
馬
琴
は
、『
吾
仏
乃
記（（（（
（

』
に
、
興
邦
、
性
と
し
て
武
芸
を
好
む
よ
う
で
あ
り
、
御
主
意
に
よ
っ
て
御
家
人
の
子
弟
が
武
芸
を
励
む
の
で
、

武
芸
を
も
っ
て
家
を
成
そ
う
と
て
、
天
保
十
二
年
秋
か
ら
武
芸
の
諸
師
に
入
門
、
剣
法
、
槍
法
、
柔
術
、
棒
法
、
鉄
砲
、
馬
術
を
学
び
始

め
た
、
財
用
続
か
な
い
が
、
一
芸
で
も
人
並
み
に
な
る
よ
う
、
好
み
に
任
せ
て
い
る
、
と
記
し
て
い
る
。

　
天
保
十
三
年
八
月
六
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（（
（

（
代
筆
）
で
、
小
子
不
眼
で
一
字
も
読
め
な
い
、
太
郎
が
読
書
大
嫌
い
、
当
年
か
ら
渡
世
を
失

っ
て
財
用
続
か
な
い
、
興
邦
の
日
光
御
供
の
散
財
も
あ
る
、
蔵
書
を
岡
田
屋
へ
沽
却
し
よ
う
と
思
う
、
高
料
で
も
買
う
人
あ
れ
ば
、
一
部

で
も
二
部
で
も
御
世
話
願
い
た
い
、
と
申
し
入
れ
た
。
馬
琴
は
、
六
月
三
日
の
幕
府
令
に
よ
り
、
戯
墨
の
筆
を
絶
た
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
こ
と
、
日
光
御
供
の
諸
雑
費
を
算
帳
し
て
金
八
両
余
に
な
っ
た
、
御
手
当
金
三
両
を
差
し
引
い
て
、
金
五
両
余
の
散
財
、
と
な
っ
た
こ

と
を
、『
吾
仏
乃
記（（（（
（

』
に
記
し
て
い
る
。
前
記
の
よ
う
に
、
黙
老
、
篠
斎
、
桂
窓
、
長
谷
川
六
有
な
ど
へ
沽
却
し
て
、
金
二
〇
両
余
を
得

て
財
用
に
充
て
た
。
興
邦
の
読
書
大
嫌
い
、
不
眼
に
加
え
て
、
潤
筆
料
を
稼
げ
な
い
、
と
い
う
大
き
な
問
題
が
生
じ
て
き
た
。
馬
琴
は
、

老
い
て
吾
身
を
養
う
者
が
い
な
い
、
興
邦
の
小
禄
で
は
暮
ら
し
に
足
ら
な
い
、
今
よ
り
吾
窮
す
る
の
は
命
に
し
て
時
な
り
、
と
『
吾
仏
乃

記
』
に
記
し
て
い
る
。
九
月
二
十
八
日
、
馬
琴
は
、
こ
の
度
の
沽
却
が
何
の
為
と
い
う
名
目
も
な
い
、
小
子
無
渡
世
に
な
っ
た
故
の
細
工
、
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当
暮
の
営
み
に
も
差
支
え
る
、
実
に
や
む
を
得
な
い
仕
合
、
と
篠
斎
へ
書
翰（（（（
（

（
代
筆
）
を
認
め
め
て
送
っ
た
。
無
渡
世
と
な
っ
た
こ
と
を

売
却
の
理
由
に
あ
げ
な
が
ら
、
そ
れ
を
売
却
の
名
目
に
な
ら
な
い
と
考
え
、
暮
ら
し
に
窮
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
天
命
、
時
で
あ
る
、

と
思
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
馬
琴
は
、
滝
沢
嫡
家
当
主
の
長
兄
興
旨
没
後
、
嫡
家
の
永
続
に
力
を
尽
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
名
跡
を
つ
ぐ
べ
き
幼
女
も
死
没
し
、
養

子
を
入
れ
て
の
方
策
も
成
果
な
く
、
長
子
興
継
の
成
長
を
ま
っ
て
再
興
す
る
こ
と
と
し
、
病
弱
な
興
継
を
医
師
（
宗
伯
）
と
し
て
育
成
し
、

松
前
藩
医
師
筆
頭
、
譜
代
家
臣
並
、
近
習
格
に
な
っ
た
興
継
を
も
っ
て
、
念
願
の
嫡
家
再
興
を
果
し
、
祖
先
の
祭
祀
を
続
け
さ
せ
て
、
祖

先
に
孝
を
つ
く
し
た
。
し
か
し
、
宗
伯
死
没
、
そ
の
長
子
太
郎
成
長
後
に
宗
伯
の
跡
目
と
し
て
松
前
藩
へ
仕
官
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ず
、

馬
琴
は
、
御
家
人
の
株
、
御
持
筒
同
心
の
株
を
入
手
し
て
、
仮
養
子
を
も
っ
て
仮
番
代
に
立
て
、
嫡
家
の
再
興
・
永
続
を
は
か
る
こ
と
と

し
た
。
そ
の
経
費
を
捻
出
す
る
た
め
、
ま
ず
古
稀
算
賀
の
書
画
会
を
興
行
し
た（（（（
（

。

　
そ
れ
に
続
け
て
、
一
回
め
の
蔵
書
売
却
を
行
な
い
、
そ
の
収
益
、
書
画
会
の
収
益
、
神
田
宅
売
却
の
収
益
を
も
っ
て
、
仮
番
代
の
願
を

達
成
し
、
拝
領
組
屋
敷
へ
転
居
し
、
そ
の
屋
敷
修
復
の
経
費
を
、
蔵
書
売
却
を
続
け
て
行
な
っ
て
捻
出
し
た
。
馬
琴
は
、
七
一
歳
の
新
年

を
む
か
え
て
、
安
ら
ぎ
歓
び
の
心
情
を
歌
に
あ
ら
わ
し
、
興
邦
が
、
忠
孝
を
旨
と
し
、
母
と
妹
を
養
い
、
常
に
慎
し
み
、
小
禄
を
内
職
で

補
い
、
家
を
理
め
身
を
愛
し
て
暮
ら
す
よ
う
希
っ
た
。

　
二
回
め
の
蔵
書
売
却
を
七
四
歳
の
折
に
行
な
い
、
太
郎
を
元
服
さ
せ
、
仮
養
子
か
ら
名
跡
を
返
さ
せ
て
興
邦
（
太
郎
）
に
つ
が
せ
、
番

入
仰
付
を
成
就
さ
せ
、
嫡
家
の
家
督
を
定
め
、
祖
先
へ
の
孝
道
も
立
て
た
と
し
て
安
心
し
た
。
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三
回
め
の
蔵
書
売
却
を
七
五
歳
に
な
っ
て
行
な
っ
た
の
は
、
妻
の
死
没
に
と
も
な
う
葬
儀
、
墓
石
建
立
、
故
琴
嶺
な
ど
の
仏
事
経
営
の

経
費
を
得
る
た
め
で
あ
り
、
視
力
衰
え
て
読
書
も
で
き
な
く
な
り
、
興
邦
が
読
書
を
好
ま
な
い
た
め
、
蔵
書
を
遺
す
よ
り
同
好
の
友
人
・

知
人
の
蔵
書
と
な
る
こ
と
が
よ
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
四
回
め
の
蔵
書
売
却
を
七
六
歳
の
折
に
行
な
っ
た
の
は
、
幕
政
改
革
に
読
本
な
ど
の
新
板
改
正
も
行
な
わ
れ
、
著
者
・
板
元
な
ど
が
処

罰
さ
れ
、
馬
琴
は
、
怖
れ
て
戯
墨
の
筆
を
断
ち
、
無
渡
世
と
な
っ
て
窮
乏
す
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
興
邦
の
日
光
供
奉
に
と
も
な
う

経
費
も
捻
出
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
喜
寿
に
な
っ
て
重
病
で
死
を
覚
悟
し
た
け
れ
ど
も
回
復
し
て
、
七
九
歳
の
年
に
か
け
て
、
秘
蔵
の
も
の
を
も
売
却
し
た
。

　
馬
琴
は
、
六
〇
歳
台
半
ば
過
ぎ
て
か
ら
、
天
命
を
知
る
、
と
い
う
よ
う
に
な
り
、
宗
伯
死
没
に
と
も
な
い
、
天
命
と
の
思
い
を
強
く
し
、

蔵
書
売
却
も
天
命
、
視
力
衰
退
も
天
命
、
一
家
の
生
活
を
支
え
る
苦
労
も
天
命
、
天
命
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
嘆
き
怖
れ
、
寿

夭
も
天
命
と
の
思
い
を
抱
き
続
け
た（（（（
（

。

註
（
1
）　
木
村
三
四
吾
編
校
『
吾
仏
乃
記
　
滝
沢
馬
琴
家
記
』（
一
九
八
七
年
　
八
木
書
店
）
四
七
六
・
四
七
七
頁
。

（
2
）　『
吾
仏
乃
記
』
三
四
八
～
三
五
三
頁
。

（
3
）　『
吾
仏
乃
記
』
四
三
二
頁
。

（
4
）　『
吾
仏
乃
記
』
四
五
一
頁
。

（
5
）　『
吾
仏
乃
記
』
四
七
六
頁
。

（
6
）　
柴
田
光
彦
・
神
田
正
行
編
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
一
巻
～
第
六
巻
、
別
巻
（
二
〇
〇
二
年
～
二
〇
〇
四
年
　
八
木
書
店
）。

（
7
）　『
吾
仏
乃
記
』
三
四
八
～
三
五
二
頁
。
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（
8
）　『
吾
仏
乃
記
』
三
四
八
～
三
五
〇
頁
。

（
9
）　
天
保
七
年
十
月
四
日
「
桂
窓
宛
追
啓
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
〇
五
・
二
〇
六
頁
）。

（
10
）　『
吾
仏
乃
記
』
三
五
〇
・
三
五
一
頁
。

（
11
）　
天
保
七
年
十
月
四
日
「
桂
窓
宛
追
啓
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
〇
五
〜
二
〇
七
頁
）。

（
12
）　
天
保
七
年
十
月
四
日
「
桂
窓
宛
再
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
〇
八
頁
）。

（
13
）　
天
保
七
年
十
月
六
日
「
桂
窓
宛
覚
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
〇
九
～
二
一
二
頁
）。

（
14
）　
天
保
七
年
十
月
十
一
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
一
四
・
二
一
五
頁
）、
天
保
七
年
十
月
十
二
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」

（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
一
五
・
二
一
六
頁
）。

（
15
）　『
吾
仏
乃
記
』
三
五
一
頁
。

（
16
）　
天
保
七
年
十
一
月
三
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
三
七
・
二
三
八
頁
）。

（
17
）　『
吾
仏
乃
記
』
三
五
二
頁
。

（
18
）　『
吾
仏
乃
記
』
三
五
二
頁
。

（
19
）　『
吾
仏
乃
記
』
三
五
一
頁
。

（
20
）　
天
保
六
年
閏
七
月
十
二
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
九
三
・
九
四
頁
）。

（
21
）　
天
保
七
年
十
一
月
五
日
「
林
宇
太
夫
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
三
八
～
二
四
六
頁
）。

（
22
）　
天
保
七
年
十
一
月
五
日
「
林
宇
太
夫
宛
別
啓
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
四
七
～
二
四
九
頁
）。

（
23
）　
天
保
七
年
十
一
月
五
日
「
林
宇
太
夫
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
三
八
〜
二
四
六
頁
）。

（
24
）　
天
保
七
年
十
一
月
五
日
「
林
宇
太
夫
宛
別
啓
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
四
七
～
二
四
九
頁
）。

（
25
）　
天
保
七
年
十
一
月
（
五
）
日
、
九
日
、
十
日
「
林
宇
太
夫
宛
覚
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
四
九
～
二
五
一
頁
）。
木
村
三
四
吾
氏
が
、

編
集
し
た
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（
一
九
八
八
年
　
八
木
書
店
）
の
解
説
（
八
三
頁
）
で
、
馬
琴
が
自
作
読
本
類
な
ど
の
初
刷
り
本
、

美
濃
紙
版
校
正
刷
り
本
を
整
理
し
て
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
、
馬
琴
没
後
、
お
路
が
、
毎
年
馬
琴
遺
蔵
の
読
本
類
な
ど
を
順
次
虫
干
し
て
い
た
こ
と
、

を
紹
介
し
て
い
る
。

（
26
）　
天
保
七
年
十
一
月
九
日
「
林
錬
太
郎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
五
三
頁
）。
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（
27
）　
天
保
八
年
二
月
三
日
「
林
宇
太
夫
宛
追
啓
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
七
〇
・
二
七
一
・
二
七
八
・
二
七
九
頁
）。

（
28
）　
天
保
八
年
三
月
十
日
「
林
宇
太
夫
宛
別
紙
（
一
）」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
九
一
頁
）。

（
29
）　
天
保
八
年
三
月
十
日
「
林
宇
太
夫
宛
別
紙
（
二
）」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
九
一
・
二
九
二
頁
）。

（
30
）　
天
保
八
年
五
月
二
十
日
「
林
宇
太
夫
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
三
三
〇
・
三
三
一
頁
）。

（
31
）　
天
保
十
一
年
十
月
二
十
一
日
「
桂
窓
宛
書
翰
（
代
筆
）」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
二
八
頁
）。

（
32
）　
天
保
十
三
年
九
月
二
十
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
（
代
筆
）」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
五
六
頁
）。

（
33
）　『
吾
仏
乃
記
』
四
三
二
・
四
五
一
・
四
七
六
頁
。

（
34
）　
天
保
十
年
八
月
十
二
日
頃
「
桂
窓
宛
覚
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
一
二
～
一
一
四
頁
）。

（
35
）　
天
保
十
年
九
月
二
十
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
二
五
～
一
二
七
頁
）。

（
36
）　
天
保
十
年
十
二
月
朔
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
三
六
・
一
三
七
頁
）。

（
37
）　
天
保
十
一
年
正
月
八
日
「
桂
窓
宛
別
楮
」「
桂
窓
宛
別
包
添
状
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
五
七
・
一
五
八
頁
）。

（
38
）　
天
保
十
一
年
二
月
九
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
六
五
・
一
六
六
頁
）。

（
39
）　
天
保
十
一
年
四
月
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」、「
篠
斎
宛
追
啓
」「
篠
斎
宛
覚
」「
篠
斎
宛
別
包
添
状
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
七
一
～

一
七
四
、
一
七
七
～
一
七
九
頁
）。

（
40
）　
天
保
十
一
年
六
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
八
四
～
一
八
六
頁
、
一
八
八
頁
）。

（
41
）　
天
保
十
一
年
六
月
六
日
「
篠
斎
宛
別
紙
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
八
九
・
一
九
〇
頁
）。

（
42
）　
天
保
十
一
年
六
月
六
日
「
桂
窓
宛
別
紙
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
九
二
・
一
九
三
頁
）。

（
43
）　
天
保
十
一
年
八
月
二
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
〇
〇
～
二
〇
五
頁
）。

（
44
）　
天
保
十
一
年
八
月
二
十
一
日
「
篠
斎
宛
別
紙
」（
代
筆
）『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
〇
六
・
二
〇
七
頁
）。

（
45
）　
天
保
十
一
年
八
月
二
十
一
日
「
篠
斎
宛
別
包
添
状
」
一
・
二
・
三
（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
一
〇
・
二
一
一
頁
）。

（
46
）　
天
保
十
一
年
十
月
二
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
一
八
～
二
二
一
頁
）。

（
47
）　
天
保
十
一
年
十
二
月
十
四
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
三
〇
～
二
三
二
頁
）。

（
48
）　
天
保
十
二
年
正
月
二
十
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
四
八
・
二
四
九
頁
）。
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（
49
）　
天
保
十
一
年
八
月
二
十
一
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
一
三
・
二
一
四
頁
）。

（
50
）　
天
保
十
一
年
十
月
二
十
一
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（
代
筆
）「『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
二
六
・
二
二
九
頁
）。

（
51
）　
天
保
十
二
年
正
月
二
十
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
五
五
・
二
五
六
頁
）。

（
52
）　
天
保
十
二
年
閏
正
月
九
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
六
三
～
二
六
五
頁
）。

（
53
）　
天
保
十
二
年
三
月
朔
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
七
六
・
二
七
七
頁
）。

（
54
）　
天
保
十
二
年
四
月
十
九
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
九
〇
・
二
九
一
頁
）。

（
55
）　
天
保
十
三
年
八
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
三
七
・
三
八
頁
）。

（
56
）　
天
保
十
三
年
八
月
二
十
六
日
頃
「
篠
斎
宛
覚
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
四
六
・
四
七
頁
）。

（
57
）　
天
保
十
二
年
三
月
三
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
八
六
頁
）。

（
58
）　
天
保
十
三
年
九
月
二
十
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
五
四
～
五
七
頁
、
六
〇
・
六
一
頁
）。

（
59
）　
天
保
十
三
年
九
月
二
十
九
日
「
篠
斎
宛
別
紙
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
六
三
・
六
四
頁
）。

（
60
）　
天
保
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
六
五
頁
）。

（
61
）　
天
保
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日
「
篠
斎
宛
覚
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
六
六
頁
）。

（
62
）　
天
保
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
六
七
・
六
八
頁
）。

（
63
）　
天
保
十
四
年
十
一
月
十
三
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
八
三
・
八
四
頁
）。

（
64
）　
天
保
十
五
年
正
月
十
五
日
「
桂
窓
宛
別
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
九
一
・
九
二
頁
）。

（
65
）　
天
保
十
五
年
三
月
二
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
九
三
頁
）。

（
66
）　
天
保
十
五
年
十
月
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
一
一
〇
頁
）。

（
67
）　
弘
化
二
年
正
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
一
一
九
頁
）。

（
68
）　
弘
化
二
年
正
月
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
一
二
二
頁
）。

（
69
）　『
吾
仏
乃
記
』
家
説
第
三
の
「
爲
二ニ

嫡
孫
一ノ

求
レム
ル

祿
要
略
并
に
中
藤
音
重
の
事
」「
蔵
書
沽
却
の
損
益
」　
三
四
二
～
三
五
三
頁
。

（
70
）　『
吾
仏
乃
記
』
家
説
第
三
の
「
解
古
稀
算
賀
会
の
大
略
」　
三
三
九
～
三
四
二
頁
。

（
71
）　『
吾
仏
乃
記
』
家
説
第
三
の
「
売
レテ

屋
ヲ

求
レル

屋
ヲ

大
略
」「
遠
綠
番
代
願
成
就
、
授
受
の
略
録
」「
授
受
略
録
の
二
」「
授
受
略
録
の
三
」「
四
谷
の
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敗
屋
修
復
并
に
番
匠
久
七
の
事
」「
敗
屋
修
復
の
二
并
に
移
徙
の
略
記
」「
敗
屋
修
復
の
三
」　
三
五
三
～
三
六
七
頁
。

（
72
）　『
吾
仏
乃
記
』
家
説
第
三
の
「
蔵
書
沽
却
の
損
益
」　
三
四
八
・
三
四
九
頁
。

（
73
）　
天
保
七
年
十
月
二
十
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
二
五
・
二
二
六
・
二
三
〇
頁
）。

（
74
）　
天
保
八
年
四
月
二
十
日
「
牧
之
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
三
〇
九
頁
）。

（
75
）　『
吾
仏
乃
記
』
家
説
第
三
の
「
蔵
書
沽
却
の
損
益
」　
三
五
三
頁
。

（
76
）　
天
保
七
年
十
一
月
五
日
「
林
宇
太
夫
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
三
八
～
二
四
六
頁
）。

（
77
）　
天
保
八
年
二
月
三
日
「
林
宇
太
夫
宛
追
啓
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
七
六
～
二
七
八
頁
）。

（
78
）　
天
保
八
年
二
月
十
一
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
八
一
頁
）。

（
79
）　
天
保
八
年
三
月
十
日
「
林
宇
太
夫
宛
別
紙
（
一
）」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
二
八
六
・
二
八
七
頁
）。

（
80
）　
天
保
八
年
四
月
二
十
二
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻
　
三
二
三
頁
）。

（
81
）　『
吾
仏
乃
記
』
家
説
第
四
の
「
解
が
老
病
眼
諸
医
療
治
の
顛
末
」
四
六
二
～
四
七
〇
頁
。

（
82
）　
天
保
九
年
六
月
二
十
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
三
・
二
六
・
二
七
頁
）。

（
83
）　
天
保
九
年
七
月
朔
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
三
八
・
三
九
頁
）。

（
84
）　
天
保
十
年
三
月
十
二
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
八
四
頁
）。

（
85
）　
天
保
十
年
六
月
九
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
九
四
～
九
六
頁
）。

（
86
）　『
吾
仏
乃
記
』
家
説
第
三
の
「
田
辺
久
右
衛
門
が
余
殃
の
顛
末
」
三
九
三
〜
三
九
五
頁
。

（
87
）　
天
保
十
年
八
月
十
二
日
頃
「
桂
窓
宛
書
翰
別
紙
（
一
）」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
一
一
・
一
一
二
頁
）。

（
88
）　
天
保
十
年
八
月
十
二
日
頃
「
桂
窓
宛
覚
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
一
二
～
一
一
四
頁
）。

（
89
）　
天
保
十
一
年
正
月
八
日
「
篠
斎
宛
別
楮
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
四
五
・
一
四
六
頁
）。

（
90
）　
天
保
十
一
年
二
月
九
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
六
五
頁
）。

（
91
）　
天
保
十
一
年
六
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
八
六
・
一
八
七
頁
）。

（
92
）　
天
保
十
一
年
六
月
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
一
九
一
頁
）。

（
93
）　
天
保
十
一
年
八
月
二
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
〇
〇
頁
）。
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（
94
）　『
吾
仏
乃
記
』
家
説
第
三
の
「
滝
沢
太
郎
元
服
、
命
レテ

名
爲
二ス

興
邦
一ト

略
解
」　
三
九
八
・
三
九
九
頁
、
家
説
第
四
の
「
興
邦
番
代
願
成
就
要
記
、

退
レル

二
郎
ヲ

雑
話
并
に
二
郎
退
去
の
証
書
、
二
た
び
蔵
書
沽
却
の
損
益
」
四
一
八
～
四
三
三
頁
。
天
保
十
一
年
十
二
月
十
四
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」

（
代
筆
）、
同
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
三
三
・
二
三
四
頁
、
二
四
一
・
二
四
二
頁
）。

（
95
）　
天
保
十
二
年
正
月
二
十
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
四
八
・
二
四
九
頁
）。

（
96
）　
天
保
十
二
年
正
月
二
十
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
五
六
頁
）。

（
97
）　
天
保
十
二
年
三
月
朔
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
七
四
・
二
七
五
・
二
七
七
頁
）、『
吾
仏
乃
記
』
家
説
第

四
の
「
お
百
下
世
、
喪
事
前
後
の
雑
話
并
に
深
光
寺
留
守
居
僧
証
書
」「
到
岸
喪
事
前
後
雑
話
の
二
」「
故
妹
貞
松
小
乘
忌
、
故
児
琴
嶺
七
回
忌
追

薦
詠
歌
録
」「
旧
借
皆
無
」「
建
二ル

解
が
寿
蔵
及
到
岸
ノ

墓
ヲ

深
光
寺
一ニ

合
表
略
記
、
并
に
三
た
び
蔵
書
沽
却
の
損
益
」
四
三
三
～
四
四
七
、
四
四
九
～

四
五
二
頁
。

（
98
）　
天
保
十
二
年
三
月
三
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
八
七
・
二
八
八
頁
）。

（
99
）　
天
保
十
二
年
四
月
十
九
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
　
二
九
一
頁
）。

（
100
）　『
吾
仏
乃
記
』
家
説
第
四
の
「
太
郎
興
邦
両
側
番
免
除
并
に
芸
術
進
退
得
失
の
略
記
」　
四
五
三
〜
四
五
六
頁
。

（
101
）　
天
保
十
三
年
八
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
三
七
頁
）。

（
102
）　『
吾
仏
乃
記
』
家
説
第
四
の
「
御
政
事
御
改
革
の
諸
令
并
に
窮
達
有
レリ

時
、
四
た
び
蔵
書
沽
却
の
損
益
」「
日
光
御
参
詣
供
奉
要
記
」　
四
七
〇
〜

四
七
八
、
五
〇
三
〜
五
一
〇
頁
。

（
103
）　
天
保
十
三
年
九
月
二
十
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻
　
五
六
・
五
七
頁
）。

（
104
）　
拙
著
『
文
人
・
勤
番
藩
士
の
生
活
と
心
情
』「
滝
沢
馬
琴
の
暮
ら
し
の
心
情
と
信
心
」
の
一
「
嫡
家
再
興
・
祖
先
ま
つ
り
と
孝
」（
二
〇
〇
九
年   

岩
田
書
院
　
四
三
～
五
〇
頁
）。

（
105
）　
同
三
「
仁
と
天
命
」（
同
書
　
五
八
～
六
五
頁
）。

追
記定

年
退
職
後
も
、『
論
叢
』
に
拙
稿
を
公
表
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
謝
意
を
表
す
る
。
本
年
、
傘
寿
を
も
っ
て
終
業

す
る
。


